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序章 
  
ビジネス・ブレークスルー大学院大学（以下、本大学院という。）は、2005 年に創立者 大

前研一によって、「知的創造を礎に，国際的視野と開拓者精神を持ち，先駆的指導者たらん

人格を涵養し、世界社会に貢献する。」という建学の精神のもと設立された。本大学院は、

本精神を教員、職員をはじめ、学生にも徹底し、本学として教育目標、教育指導方針、カ

リキュラム開発などを実施しており、常に世界に開かれたプロフェッショナル・スクール

として，世界社会に貢献することのできるリーダーの養成を目指している。 

本大学院は、株式会社立の大学院大学であり、設立母体は株式会社ビジネス・ブレーク

スルー（代表取締役社長：大前研一）である。東京都千代田区が構造改革特別区域法（特

区）を内閣府に申請し、「キャリア教育推進特区」として認可され、2004 年に本大学院は、

千代田区のキャリア教育推進特区を利用し、文部科学省に大学設置の申請をし、通信制の

専門職大学院として認可された。設立当初は、経営学研究科経営管理専攻のみであったが、

2008 年 4 月にグローバリゼーション専攻を新設した。キャンパスは、千代田区の六番町校

舎と秋葉原校舎の２つの校舎からなっている。 

建学の精神にもとづいた教育目的を遂行するために、教育カリキュラムは次のような体

系としている。全体の基礎としてまずビジネス社会における世界共通言語である「論理思

考」を２年間に渡って履修し徹底的に身に付けることを教育課程の一つの大きな柱に据え

ている。同時に世界経済の底流を流れる新しい経済原理、ビジネスシステムを 新の実在

の企業のケースと共に２年間を通して学ぶ経済原論をもう一つの柱に据えている。その基

礎の上にマネジメントについて体系的に学ぶために必要な、経営戦略、財務・会計、組織

人事、マーケティング、情報技術（IT）、アントレプレナーという６つの分野を置く。各分

野は、基礎科目と応用科目とから体系的に構成され、理論と実務とを架橋するようなカリ

キュラムとしている。更に、本大学院は就業経験のあることを入学条件とし、就業を続け

ながら学ぶ社会人を主な対象としているので、実際に自分の生の仕事にすぐに活かすこと

によって、学んだことを素早く修得できるように工夫している。このように基礎と応用と

実務を織り交ぜながら、MBA に必要な知識を網羅的に学習するものとしている。このような

カリキュラムを学ぶことによって、倫理観を培い、アントレプレナーシップを持って、起

業、あるいは、新規事業を立ち上げられる人材を育成していくとともに、国際社会でリー

ダーとして貢献できる人材の育成を目的としている。 

教員組織については、本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を目指す大学院で

あることに鑑み、人格及び識見ともに優れた者について、その実務実績、教育業績及び教

授能力などを総合的に判断して行い、現在、専任教員は 29 名となっている。教員の教育活

動においては、遠隔教育システムのエアキャンパス（AC）を活用しているため、全教員の

講義内容を視聴できたり、他の教員のサイバークラスを巡回することによって指導教育内



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 

 
ビジネス･ブレークスルー大学院大学  

経営学研究科 経営管理専攻 
2009 年 4 月 3 日 

3

容を見ることができる利点を活かすことが可能である。この長所を活用し、授業に関する

いい点、悪い点を自分に取り入れたり、反省したりすることが容易にでき、教授会、コン

テンツ会議、カリキュラム審議会においてもカリキュラムの改善や教育効果の検証につい

て議論検討できる場を設け、相互牽制が効く仕組みの中で、カリキュラムの改善、教育指

導方法の改善が行われている。このようなオープンな講義環境と相互チェックが可能な仕

組みを運営していくことによって教育の質を確保でき、専任教員として各自が十分な役

割・責任を果たすものとなっている。また授業科目毎に、学生から教員に対する評価アン

ケートを実施し、その結果を研究科教授会で協議し、カリキュラム改善、授業改善に努め、

同時に教員を評価する仕組みとしている。 

学生の受け入れに関し、本大学院パンフレットやホームページの募集要項において、学

生募集や入学者選抜について明文化し、入学志望者や社会に公表している。また、説明会

を実施したり、メール、電話、カウンセリングなどで情報提供をしている。経営系の専門

職大学院であることを鑑み、就業経験があることを条件としている。入学資格を有するす

べての者に対し、募集要項に明記された選考過程を経て、審査している。 

学生生活に関する支援・指導は、エアキャンパスのキャンパスサポートおよび事務局へ

のメール、電話・訪問による個別カウンセリングを窓口としている。履修に関する相談に

ついては体調管理に十分配慮し、無理のない履修スケジュールを組めるよう適切にアドバ

イスを行っている。 
本学ではその使命・目的及び教育目標を達成するために教務・事務職員に対しても授業

内容、学生への指導内容を視聴できるようにし、学生からの相談、悩みに対応できる体制

を取っている。また、本学は通信制の専門職大学院であり、学生は原則社会人の学生であ

るので、社会人学生が時間を有効に使えるよう遠隔教育システム AC の改善および新規機能

開発を行っている。学生や教員が勉強するときに時間を有効活用できるよう、その都度校

舎に来ることなく、AC 上で勉強に必要な各種メディア資料などは、ダウンロードやストリ

ーム配信できるようにしている。本システムは本学で独自開発したものであり、不具合が

発生した場合でも即時に対応できる体制となっている。 

管理運営面については、総務課・教務課で組織される大学院事務局を設置し、本学の使

命・目的及び教育目標を達成できるよう関連法令等に基づき、学内規程等は受講ハンドブ

ックを冊子として教員・職員に配布するなどして周知徹底し、遵守するように務めている。 
情報公開については、本大学院の設置母体である株式会社ビジネス・ブレークスルー

（BBT）が、東京証券取引所（東証）に上場している関係上、公開会社として東証のガイド

ラインに則って適時情報開示を行っている。開示内容および説明責任についても、独立監

査人である監査法人、東証など外部の第三者機関を活用することによって確保している。 

点検・評価については、本大学院が，教育研究水準の向上に努め，その機能を充分に発揮

していくために，常に教育理念と社会的要請に照らして，不断に自らを点検・評価し，自
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己の責任において，自律的に改善・改革を図っていけるように学内で体制を整えている。

点検・評価について事務局職員、教務課職員、教員にて委員会組織を組成し、「ビジネス・

ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己評価規則」に則り，自己点検・評価活動

を行っている。
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1. 使命・目的および教育目標 

＜概要＞ 

本大学院では経営プロフェショナルとして国内外において活躍できる人材となり、企業

においてその人が業務を遂行するためには, 知識やスキルが必要となると考えている。し

かしそれ以外に, コンピテンシーと呼ばれる持続的な成果を出すための思考特性や行動特

性が必要である。したがって，現代における人材要件はスキルとコンピテンシーから重層

的に考える必要性があるといえ，その必要性を満たすためには，両者の相互補完的で相互

還流的なカリキュラムを構築しなければならない。 

本大学院は、上記の教育目的を遂行するために、基礎としてまずビジネス社会における

世界共通言語である「論理思考」を身に付ける。論理思考を学び，自ら理論的に考える力

をつけながら、大前研一の提唱する新しい経済理論（「ボーダレスワールド」、「地域国家論」、

「新・資本論」「新・経済原論」）を学ぶことに主眼を置いている。本大学院のカリキュラ

ムの特色に位置付けられる新しい経済原論とは、今日の経済状況を、実体経済の空間、ボ

ーダレス経済の空間、サイバー経済の空間、マルチプル経済の空間の４つの独立した要素

の相互関連性から認識し、行動パターンを観察することに主眼を置いた理論であり、これ

までの経済論の中心であるケインズ理論、マネタリズム、サプライサイドエコノミクスな

どから脱却した、新たな経済原論である。 

その基礎の上にマネジメントについて体系的に学ぶために必要な，経営戦略，アントレ

プレナー、マーケティング、財務会計、組織人事、情報技術（IT）という６つの分野を置

く。各分野は、必修科目と選択科目から構成されているため、学生は各分野について 低

１科目は履修することとなる。講座の内容は、基本的に理論と経営者の経験などケースス

タディを併せたものとし、理論を実際の実務に応用しやすいように教育する。更に，本大

学院は就業経験のあることを入学条件とし、就業を続けながら学ぶ社会人を主な対象とし

ているので、実際に自分の生の仕事にすぐに活かすことによって、学んだことを素早く修

得できるように工夫している。このように基礎と応用と実務を織り交ぜながら、MBA 取得に

必要な知識を網羅的に学習するものとする。また、本大学院はアントレプレナーシップを

持ち、起業、あるいは、新規事業を立ち上げられる人材を育成することを目的としている。 

 

【使命・目的および教育目標の適切性】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

1-1 
経営系専門職大学院の使命・目的および教育目標が明確に設定

されているか。 
◎  

 

＜現状の説明＞ 
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 日本では，終身雇用制度や系列などに守られ，特定の企業風土や企業文化の中でのみ通

用するスキルで満足してきた。このようなスキルは会社を一歩踏み出すと全く通用せず，

特に国際的な場に出たときは，国際的なビジネスリーダーとの歴然としたレベルの差があ

ることは否定できない。 

また情報ネットワークの急速な進展に伴い，産業の技術的基礎が革新され，世界のビジ

ネス環境の急激な変革が進む近年は，第 2 次産業革命以来の産業革命の時期といっても過

言ではない。急激な技術革新が進む中では，例えば，デジタルディバイドといった社会問

題にも発展することがある。 

このような現下の情勢のもとでは，自らの従来のスキルと社会のグローバルな技術革新

とのギャップを埋め，革新の進むビジネス社会に適応できるよう，社会人を対象とした再

教育，すなわちリカレント教育における，高度且つ体系的なマネジメント教育が，日本企

業，日本社会にとって緊要であるといえる。 

本大学院では、以上のような状況下で経営系専門職大学院として世界中の研究者、経営

者、実務家との交流を通じて、ビジネスのアイディアや発想、意見の交換を活性化するこ

とのできる 21 世紀のグローバリズムに相応しい知的共通基盤（プラットフォーム）として

の機能をもち、世界水準の革新的な知の創造の実現とその普及に努める、常に世界に開か

れたプロフェッショナル・スクールとして、世界社会に貢献することのできる職業人・起

業家を養成することをその目的としている。 
 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ホームページ 「設立主旨」 

 http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 
• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 パンフレット （P.1－2）（資料 1－1） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック （P.4－5）（資料 1－2） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.48)「大学院学則 第 1章 

第 1条」（資料 1－2） 
 

1-2 
使命・目的および教育目標は、専門職学位課程制度の目的に適

ったものであるか。（「専門職」第 2条） 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識および卓越し

た能力を培うことを目的とするとなっているが、ビジネス・ブレークスルー大学院は，新

大ビジネスマネジメントにおける理論と実践の融合した高度な専門能力を修得し，且つ国

際的な視野と開拓者精神を備え，自ら考え，判断し，自分の責任のもとに行動することの
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できる職業人・起業家としての倫理を備えた人材を養成することを使命とし、実業界から

各分野で 先端を行く経営者を招き講義を実施し、より“実戦”に役立つ MBA 人材を育成

することを目的としている。 

さらには、21 世紀のグローバリズムに相応しい知的共通基盤（プラットフォーム）とし

ての機能をもち、世界水準の革新的な知の創造の実現とその普及に努める、常に世界に開

かれたプロフェッショナル・スクールとして、世界社会に貢献することのできる職業人・

起業家を養成することをその目的としている。 
 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ホームページ 「設立主旨」 

 http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 
• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 パンフレット （P.1－2）（資料 1－1） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック （P.4－5）（資料 1－2） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.48)「大学院学則 第 1章 

第 1条」（資料 1－2） 
 

1-3 
使命・目的および教育目標の中に、養成すべき人材像が適切に

表現されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

現在の日本経済は，財政赤字，年金問題，健康保険問題，不良債権問題，高齢化社会問

題など暗い雰囲気につつまれ，内向き，下向き，後向きという，否定的・消極的な思考が

横行している状況にある。しかし，戦後の劣悪な経済環境の日本，１０数年前の景気低迷

にあえいでいたアメリカ，そのような中で自分を信じて新たなビジネスを生み出してきた

起業家，経営者は数多くいた。そうした人たちが日本の高度成長や現在のアメリカの繁栄

を作り出したのである。世の中の暗い風潮に流されているだけでは，状況は何も変わらな

いのである。このような時代においてこそ，日本の経済界において，変革と再編を目指し，

前向きに，積極的に自ら動こうとする人材が必要とされているといえる。 

このような時代背景のもと，本大学院では，ビジネスマネジメントにおける理論と実践

の融合した高度な専門能力を修得し，且つ国際的な視野と開拓者精神を備え，自ら考え，

判断し，自分の責任のもとに行動することのできる職業人・起業家としての倫理を備えた

人材を養成したい。そして本大学院から，21 世紀の経済の潮流にのり，新しい経済の中で，

アジア地域をはじめ，世界各地で経済活動を指導し，ひいては開拓者精神を持って新規事

業を立ち上げるような人材が輩出されることを期待しており、本大学院が養成すべき人物

像として大学院の案内ならびにホームページ上に明記している。 
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＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ホームページ 「設立主旨」 

 http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 
• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 パンフレット （P.1－2）（資料 1－1） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック （P.4－5）（資料 1－2） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.48)「大学院学則 第 1章 

第 1条」（資料 1－2） 
 

1-4 
使命・目的および教育目標の中に、職業的倫理の涵養が適切に

盛り込まれているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

現在、日本にかぎらず世界経済は，アメリカのサブプライムローンに端を発しかつてな

い世界恐慌にみまわれている中、日本全体に，否定的・消極的な思考が横行している状況

にある。しかし，戦後の混乱期や 90 年代のバブル崩壊時にも，このようなときこそチャン

スとおもい，自分を信じて新たなビジネスを生み出してきた起業家，経営者は数多くいた。

そうした人たちがその後の高度成長や現在のアメリカの繁栄を作り出したのである。 

このような時代においてこそ，自分で物事を見て分析し、自分の頭で考えて構築し、新

しいアイディアを構想してそれをビジネスとして生み出していける人材が必要とされてい

るといえる。 

このような時代背景のもと，本大学院では，ビジネスマネジメントにおける理論と実践

の融合した高度な専門能力を修得し，且つ国際的な視野と開拓者精神を備え，自ら考え，

判断し，自分の責任のもとに行動することのできる職業人・起業家としての倫理を備えた

人材を養成したい。 

そして本大学院から，21 世紀の経済の潮流にのり，新しい経済の中で，アジア地域をは

じめ，世界各地で経済活動を指導し，ひいては開拓者精神を持って新規事業を立ち上げる

ような人材が輩出されることを期待することを大学院のもとめる人物像として大学院の教

育目標に明確に掲げている。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ホームページ 「設立主旨」 

 http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック （P.4－5）（資料 1－2） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.48)「大学院学則 第 1章 
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第 1条」（資料 1－2） 
 

1-5 
使命・目的および教育目標は現在および想定される将来の経営

の人材ニーズに適合しているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

現在、日本にかぎらず世界経済は，アメリカのサブプライムローンに端を発しかつてな

い世界恐慌にみまわれている中、日本全体に，否定的・消極的な思考が横行している状況

にある。しかし，戦後の混乱期や 90 年代のバブル崩壊時にも，このようなときこそビジネ

スチャンスがありと自分を信じて新たなビジネスを生み出してきた起業家，経営者は数多

くいた。そうした人たちがその後の高度成長や現在のアメリカの繁栄を作り出したのであ

る。 

このような時代においてこそ，将来の経営の人材ニーズに適合している人材とは自分で

物事を見て分析し、自分の頭で考えて構築し、新しいアイディアを構想してそれをビジネ

スとして生み出していける、「ビジネスインパクトのある人材」が必要と思われる。 

専門職大学院にはこうした人材を育てていく義務が課せられていると考え、本大学院か

ら，21 世紀の経済の潮流にのり，新しい経済の中で，アジア地域をはじめ，世界各地で経

済活動を指導し，ひいては開拓者精神を持って新規事業を立ち上げるような人材が輩出さ

れることを目的としている。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ホームページ 「設立主旨」 

 http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック （P.4－5）（資料 1－2） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.48)「大学院学則 第 1章 

第 1条」（資料 1－2） 
 

1-6 

使命・目的および教育目標の中に、経営のプロフェッショナル

として、国内外において活躍できる高度専門職業人の養成が、

明確な形で謳われているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

日本では，終身雇用制度や系列などに守られ，特定の企業風土や企業文化の中でのみ通

用するスキルで満足してきた。このようなスキルは会社を一歩踏み出すと全く通用せず，

特に国際的な場に出たときは，国際的なビジネスリーダーとの歴然としたレベルの差があ
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ることは否定できない。 
そのような状況下、本大学院の使命・目的および教育目標は，自分で物事を分析し、自分

の頭で考えて構築し、新しいアイディアを構想しそれをビジネスとして生み出していいけ

る人間を養成することを目的しており、具体的には「21 世紀の経済の潮流にのり，新しい

経済の中で，アジア地域をはじめ，世界各地で経済活動を指導し，ひいては開拓者精神を

持って新規事業を立ち上げるような人材が輩出されることを目的としており、その教育上

の目的を「世界中の研究者，経営者，実務家との交流を通じて，ビジネスのアイディアや

発想，意見の交換を活性化することのできる 21 世紀のグローバリズムに相応しい知的共通

基盤（プラットフォーム）としての機能をもち，世界水準の革新的な知の創造の実現とそ

の普及に努める，常に世界に開かれたプロフェッショナル・スクールとして，世界社会に

貢献することのできる職業人・起業家を養成すること」と大学案内やホームページ上で明

確に謳っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ホームページ 「設立主旨」 

 http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 
• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 パンフレット （P.1－2）（資料 1－1） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック （P.4－5）（資料 1－2） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.48)「大学院学則 第 1章 

第 1条」（資料 1－2） 
 

1-7 
使命・目的を実現するための中長期のビジョンあるいは戦略お

よびアクションプランがあるか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

本大学院の使命・目的である 21 世紀に世界のどこでも通用する論理的思考つまり論拠に

もとづいた議論ができる人材で“実戦”で役立つ MBA 人材を輩出するために、今後も実務

家教員の採用を積極的に行うと同時に、修了生にも TA という形で彼らが本大学院で修得し

た自分の頭で考え問題を発見し解決するスキルを次の世代に伝え、その使命と目的が長期

にわたり受け継がれるよう仕組みを構築している。 

また、日々変わりつつある世界経済においてつねにその時代のニーズにあった科目を 

開講し、本大学院で学んだことが即実戦で活かせるカリキュラム作りを継続的に 

おこない本大学院の目的である世界水準の革新的な知の創造の実現と普及を長期ビジョン

として設定している。 
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＜根拠資料＞ 

• BBT 大学院 2008 年度事業方針  (資料 1－3) 

 

【使命・目的および教育目標の周知】 

1-8 
使命・目的および教育目標は、ホームページや大学案内等を通

じ、社会一般に広く明らかにされているか。 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院案内パンフレットならびにホームページにて本大学院の下記を明記している。 

・ 教育上の理念（建学の精神） 

ビジネス・ブレークスルー大学院は、知的創造を礎に、国際的視野と開拓者精神を

持ち、先駆的指導者たらん人格を涵養し、世界社会に貢献するを以って建学の精神

とする。 

・ 教育上の目的 

本大学院は、世界中の研究者、経営者、実務家との交流を通じて、ビジネスのアイ

ディアや発想、意見の交換を活性化することできる 21 世紀のグローバリズムに相応

しい知的共通基盤（プラットフォーム）としての機能を持ち、世界水準の革新的な

知の創造の実現とその普及に努め、常に世界に開かれたプロフェッショナル・スク

ールとして、世界社会に貢献することのできる職業人・起業家を養成することを目

的とする。 

・ 人物像 

本大学院では、ビジネスマネジメントにおける理論と実践の融合して高度な専門能

力を取得し、且つ国際的な視野と開拓者精神を備え、自ら考え判断し、自己責任の

もとに行動することのできる職業人・起業家としての倫理をそなえた人材を養成し

たい。そして本大学院から、21 世紀の経済の潮流にのり、新しい経済の中で、アジ

ア地域をはじめ、世界各地で経済活動を指導し、ひいては開拓者精神を持って新規

事業を立ち上げるような人材が輩出されることを期待する。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学パンフレット (P.1－2) (資料 1－1) 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学ホームページ 「設立主旨」 

http://www.ohmae.ac.jp/introduction/purpose.html 

 

1-9 
使命・目的および教育目標は、教職員、学生等の学内の構成員

に周知されているか。 
○  
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＜現状の説明＞ 

本大学院では，入学時に配布する「受講ハンドブック」に下記「教育上の理念」、「教育

上の目的」ならびに「人物像」を明記している。 

・ 教育上の理念（建学の精神） 

ビジネス・ブレークスルー大学院は、知的創造を礎に、国際的視野と開拓者精神を

持ち、先駆的指導者たらん人格を涵養し、世界社会に貢献するを以って建学の精神

とする。 

・ 教育上の目的 

本大学院は、世界中の研究者、経営者、実務家との交流を通じて、ビジネスのアイ

ディアや発想、意見の交換を活性化することできる 21 世紀のグローバリズムに相応

しい知的共通基盤（プラットフォーム）としての機能をもち、世界水準の革新的な

知の創造の実現とその普及に努め、常に世界に開かれたプロフェッショナル・スク

ールとして、世界社会に貢献することのできる職業人・起業家を養成することを目

的とする。 

・ 人物像 

本大学院では、ビジネスマネジメントにおける理論と実践の融合して高度な専門能

力を取得し、且つ国政敵な視野と開拓者精神を備え、自ら考え判断し、自己責任の

もとに行動することのできる職業人・起業家としての倫理をそなえた人材を養成し

たい。そして本大学院から、21 世紀の経済の潮流にのり、新しい経済の中で、アジ

ア地域をはじめ、世界各地で経済活動を指導し、ひいては開拓者精神を持って新規

事業を立ち上げるような人材が輩出されることを期待する。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック  (P.4－5) (資料 1－2) 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 ハンドブック (P.48)「大学院学則 第 1 章 

第 1条」（資料 1－2） 

 

1-10 
使命・目的および教育目標を教職員、学生等に理解させ、社会

一般に周知させるため、特別な努力と工夫がなされているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

本大学院では学校案内、受講ハンドブック、当大学院 HP 上にそれぞれ下記を明記してい

る。また、入試の 2 次面接時に学校の使命・目的を説明し当大学院としてこれから入学す

る学生に求めていることを理解してもらっている。さらに入学確定者には事前に受講ハン
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ドブックを配布しかならず熟読させ、入学式にて学長より当大学院の使命・目的ならびに

卒業時に求める人物像についても説明をおこなっている。また教職員についても教授会や

職員会議にてつねに大学院の使命・目的にもとづき各種方針を決定している。 

・ 教育上の理念（建学の精神） 

ビジネス・ブレークスルー大学院は、知的創造を礎に、国際的視野と開拓者精神を

持ち、先駆的指導者たらん人格を涵養し、世界社会に貢献するを以って建学の精神

とする。 

・ 教育上の目的 

本大学院は、世界中の研究者、経営者、実務家との交流を通じて、ビジネスのアイ

ディアや発想、意見の交換を活性化することできる 21 世紀のグローバリズムに相応

しい知的共通基盤（プラットフォーム）としての機能をもち、世界水準の革新的な

知の創造の実現とその普及に努め、常に世界に開かれたプロフェッショナル・スク

ールとして、世界社会に貢献することのできる職業人・起業家を養成することを目

的とする。 

・ 人物像 

本大学院では、ビジネスマネジメントにおける理論と実践の融合して高度な専門能

力を取得し、且つ国政敵な視野と開拓者精神を備え、自ら考え判断し、自己責任の

もとに行動することのできる職業人・起業家としての倫理をそなえた人材を養成し

たい。そして本大学院から、21 世紀の経済の潮流にのり、新しい経済の中で、アジ

ア地域をはじめ、世界各地で経済活動を指導し、ひいては開拓者精神を持って新規

事業を立ち上げるような人材が輩出されることを期待する。 

 

また、下記各種関連媒体での広告掲載時ならびに MBA 関連サイトにて大学院の使命・目

的および教育目標を明記しており、広く一般にも周知徹底をはかっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 日経ネット：http://campus.nikkei.co.jp/c1/5296101.html 

• 大学＆大学院 net: 

http://www.keikotomanabu.net/college/0000375209/0000375209.html 

• 大学院へ行こう：http://www.daigakuin.ne.jp/schools/bbt-grad/index.html 

• Asahi.com: http://www.asahi.com/ad/clients/daigakuin2005/school/ohmae.html 

 

【使命・目的および教育目標の検証と改善】 

1-11 
教育目標の達成状況等を踏まえて、教育目標の検証が適切に行

われているか。 
○  



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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＜現状の説明＞ 

本学では教育目標として（1）知的創造、（2）国際性、（3）開拓者精神、（4）先駆的

指導者としての人格、（5）世界社会への貢献の５つを掲げている。 

通常の各科目授業のクラスでの学生の学習態度、発言を通じて５つの教育目標を理解し、

実行できる資質が付いているかどうかを各担当科目の教員がチェックし、教授会で確認し

ている。卒業時の卒業研究を通して、総合的に５つの目標が達成できているかどうかを教

授会にて総合的に評価している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則第 4条（2）(資料 1－4) 

 

1-12 検証結果を改革・改善に繋げる仕組みが十分整備されているか。  ○

 

＜現状の説明＞ 

 教授会にて検証結果を協議し、目標達成の為に改革・改善が必要と判断した場合、教員

と職員にて委員会を設置し改革・改善に取り組むこととしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則第 4条（2）(資料 1－4) 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

使命・目的および教育目標の定義(1－1)（1－2）(1－3)（1－4） 

教育目標の周知徹底 (1-8)(１-9)(1－10) 

教育目標の検証と改善（1－11）（1－12） 

 

（１）本研究科経営管理専攻では設立申請時より 21 世紀に世界で通用するビジネス・プロ

フェッショナルを養成すべくその「教育理念」「教育目的」、「人物像」の定義を設定してお

り、開校以来その使命をはたすべく教職員一丸となり教育方法やカリキュラムを随時見直

してきた。（視点 1－1、1－2、1－3、1－4） 

（２）本研究科経営管理専攻の使命ならびに教育目標は各種媒体や大学院の案内、受講ハ

ンドブック、ホームページなどで当大学院にて明示している。（視点 1－8、1－9、1

－10） 

（３）本研究科経営管理専攻では、その教育目的にそってカリキュラムが編成されている



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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か、随時教授会でも検討され、さらには、教授陣が他の教授の講義内容を参照する

ことができ、講義の内容が適切であるかなでも互いに検証できる仕組みとしている

ことにより常に教育目標にそった講義を提供できる。(視点 1－11，1－12) 

 

＜今後の方策＞ 

（１） 引き続き当大学院の教育目標にそったカリキュラムを維持するべく適宜各科目を   

見直すと同時に必要と判断される科目を追加していく。 

（２） 大学院案内、受講ハンドブック、ホームページは毎年改定を実施し、本研究科経営

管理専攻の教育目標が正確に記載されているか確認し、各種媒体への掲載内容も更

新の都度確認をしている。 

（３） 毎年その年度のカリキュラムを構成を確定する際に、カリキュラム案が本研究科経

営管理専攻の教育指導方針と目標にそっているかどうかを教授会にて定期的に確認

している。 

 



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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2．教育の内容・方法･成果 

(1) 教育課程等 
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ビジネス･ブレークスルー大学院大学  

経営学研究科 経営管理専攻 
2009 年 4 月 3 日 

18

2. 教育の内容・方法・成果 

(1) 教育課程等 

＜概要＞ 

本大学院の教育目的（世界社会に貢献することのできる職業人・起業家を養成すること）

を遂行するために、基礎としてまずビジネス社会における世界共通言語である「論理思考」を

身に付ける。論理思考を学び、自ら理論的に考える力をつけながら，大前研一の提唱する新しい

経済理論（「ボーダレスワールド」、「地域国家論」、「新・資本論」「新・経済原論」）を学ぶこと

に主眼を置いている。その基礎の上にマネジメントについて体系的に学ぶために必要な、経営戦

略、アントレプレナー、マーケティング、財務会計、組織人事、IT という６つの分野を置く。

各分野は、必修科目と選択科目から構成されているため、学生は各分野について 低１科目は履

修することとなる。講座の内容は、基本的に理論と経営者の経験などケーススタディを併せたも

のとし、理論を実際の実務に応用しやすいように教育する。更に、本大学院は就業経験のあるこ

とを入学条件とし、就業を続けながら学ぶ社会人を主な対象としているので、実際に自分の生の

仕事にすぐに活かすことによって、学んだことを素早く修得できるように工夫している。このよ

うに基礎と応用と実務を織り交ぜながら、MBA 取得に必要な知識を網羅的に学習するものとする。

また、本大学院はアントレプレナーシップを持ち、起業、あるいは、新規事業を立ち上げられる

人材を育成することを目的としていることから、専門職学位論文は事業計画とし、第２年次で通

年に渡って研究指導を行う。 

 

【学位と名称と授与基準】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

2-1 
授与する学位の名称は、経営系分野の特性や教育内容に合致す

る適切な名称が付されているか。 
◎  

  

＜現状の説明＞ 

 本大学院において授与する学位は、専門職学位とする。学位の名称は（和文）経営管理

修士（専門職）、（英文）MBA (Master of Business Administration)とする。経営管理専攻

においては、必修科目（卒業研究含まず）13 科目 25 単位、選択科目 20 科目 20 単位中 5単

位以上、卒業研究（事業計画）4単位を習得することが修了要件となっている。卒業研究に

おいて学生は、本大学院で学んだことをベースに、1年かけて事業計画を作成する。本事業

計画は新規事業上の立ち上げ、あるいは起業をすることを前提に立案する。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「科目一覧表」（受講ハンドブック P.18-19）(資料 1－2) 



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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• 「ビジネス・ブレークスルー大学院大学学位規則」（受講ハンドブック P.60）（資料 1

－2) 

• 「ビジネス・グレークスルー大学院大学履修規則」(受講ハンドブック P.66－67)(資料

1－2) 

 

2-2 
学位授与に関わる基準および審査手続等は明文化され、学生に

周知されているか。 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

 修了要件は上記（2－1）のとおりだが、卒業研究（4 単位）に合格し、学位授与となる。

卒業研究の趣旨は、ビジネス・ブレークスルー大学院大学の建学の精神に則り、本大学院

で学んだ論理思考、経営戦略、財務会計、マーケティング、組織、IT、アントレプレナー

の各分野ごとに総合的に統合し、かつ、新しい世界の経済の潮流に対する洞察力をもとに

新しい事業や研究を生み出す構想力・戦略立案能力を卒業研究としてまとめることである。

卒業研究を進めるにあたり、方向性、全体の進め方の概要、留意事項、全体スケジュール、

卒業研究の 終提出期限、卒業研究の 終審査・合否判定、遠隔教育システム(エアキャン

パス: Air Campus, 以下 AC)上に卒業研究用のフォーラムの設置等に関し、各々告知事項と

して明文化し、学生に周知徹底している。 

 各科目の成績評価の基準は、原則、受講認証（出欠確認）、レポート、ディスカッション

における発言、 終試験を総合的に評価・判断し、60 点以上を合格としている。評価項目

の按分率は各科目の担当教授の裁量によるが、各科目のフォーラムのアナウンスメントに

「シラバス」を掲載し、学生に周知徹底している。評価項目の標準的な按分率は次の通り：

受講認証 10％、ディスカッション 40％、 終試験 50％。また、成績評価の基準、成績発表

については、学期開始時に学生に配布する受講ハンドブックにも明記されている。 

   

成績 合格/不合格 点数 

A+ 

合格 

100～90 点 

A 89～80 点 

B 79～70 点 

C 69～60 点 

F 不合格 59 点以下 

 

＜根拠資料＞ 

• AC「卒業研究フォーラム UF06」(資料 2－2) 

• 「成績評価」（受講ハンドブック P.24）(資料 1－2) 



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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2-3 
授与する学位の水準は、経営系分野の特性を踏まえ、かつ、ビ

ジネス界等の期待に応える水準が維持されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

本経営管理専攻では、国際的なビジネス上のコミュニケーションの基礎となる論理思考

及び、世界経済の底流を流れる新しい経済原理、ビジネスシステムを 新の実在の企業の

ケースとともに学ぶ経済原論の 2 つを基本となる柱としている。この 2 本柱に加え経営戦

略、財務・会計、組織人事、マーケティング、アントレプレナー、IT の 6 つの分野につい

て基礎、応用と学ぶ。 終的には基礎となる 2 つの柱と 6 つの分野を総合的に纏め、卒業

研究を行い卒業するカリキュラムとなっている。卒業研究についても各教授が学生の指導

にあたり、経営分野全般及びビジネス界に応えうる水準かどうかも総合的に評価している。

このカリキュラムによって経営系分野の特性を踏まえ、ビジネス界への期待に応ええる水

準を維持している。また、本学の実務家教員はビジネスの第一線で活躍しており、ビジネ

ス界の期待に応える水準かどうかの判断はビジネスの現場の感覚を持っているので適切な

判断ができると考えている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II 「専任教員個別表」(資料 2－20) 

 

【課程の修了等】 

2-4 

課程の修了認定に必要な在学期間および修得単位数が、法令上

の規定や当該経営系専門職大学院の目的に対して適切に設定さ

れているか。また、それらが学生の履修の負担が過重にならな

いように配慮して設定されているか。（「専門職」第 2 条、第 3

条、第 15 条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

  本大学院の専門職学位課程の就業年限は、標準 2 年とする。また、本大学院の課程を

修了するために在学できる年数は、 長 5 年とする。学生の履修の負担が過重にならない

よう、同時期に履修できる科目を 5科目以下としている。 

また、 終試験の時期が重ならないよう配慮している（1週間はあけている）。例えば、1

年次必修科目の「問題発見思考」（US08）の 終試験は 2009 年 2 月 8 日（日）を指定日程

としており、「新資本論」(US08)の 終試験は 2009 年 2 月 1日(日)を指定日程としている。 

科目の受講期間においては、1年次履修科目の「問題発見思考」は通年科目で、「新資本論」



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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および「経営戦略論」は 6 ヶ月開講している科目であるが、社会人学生を対象としている

ので、その他の科目については、1 科目を集中して 2～3 ヶ月間で終了するような履修スケ

ジュールとしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス・ブレークスルー大学院大学学則第 6条、7条、22 条」(受講ハンドブック 

P.49, 51) (資料 1－2) 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学講義スケジュール 

2008 年度 1年次 後期開講科目(US08/UF08 生)(資料 2－7) 
• 2008 年度後期カリキュラム(資料 2－8) 
• 2008 年度カリキュラム一覧(資料 2－9) 
 

2-5 

課程の修了設定の基準および方法は当該経営系専門職大学院の

目的に応じて策定され、学生に周知されているか。（「専門職」

第 10 条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

 課程の修了認定の基準および方法については、ビジネス・ブレークスルー大学院大学学

則に下記のように明記されている。 

  

第 3 節 課程の修了要件 

(専門職課程の修了要件) 

第22条 専門職学位課程を修了するには,同課程に 2 年以上在学し, 遠隔授業・面接授業

による講義の単位を 30 単位以上取得し、且つ卒業研究の 終審査に合格しなけ

ればならない。 

  

 本大学院規則は、入学式に学生に配布されている受講ハンドブックに明記され、学生に

周知されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス・ブレークスルー大学院大学学則第 22 条」(受講ハンドブック P.51)(資料

1－2) 

  

2-6 
在学期間の短縮を行っている場合、法令上の規定に沿って設定

されているか。（「専門職」第 16 条） 
◎  



 
経営系専門職大学院認証評価 
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また、その場合、経営系専門職大学院の目的に照らして十分な

成果が得られるよう配慮がなされているか。 

 

＜現状の説明＞  

本学では、在学期間の短縮は行っていない。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

2-7 

在学期間の短縮の基準および方法が、学生に対して学則等を通

じてあらかじめ明示されているか。また、明示された基準およ

び方法に基づいて公正かつ厳格に行われているか。 

○  

 

＜現状の説明＞  

本学では、在学期間の短縮は行っていない。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

2-8 
課程の修了認定や在学期間の短縮の基準および方法について、

その適切性を検証する仕組みが設定されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞  

本学では、在学期間の短縮は行っていないが、課程の修了認定基準および方法について

の適正性、学位の授与状況等は、各学年の成績を評価し、成績に極端な偏りがないか、教

授会で調査・検討するよう体制整備されている。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【教育課程の編成】 

2-9 

専門職学位課程制度の目的ならびに当該経営系専門職大学院固

有の目的を達成するためにふさわしい授業科目が開設されてい

るか。（「専門職」第 6条） 

◎  
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点検・評価報告書 
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＜現状の説明＞ 

本大学院は、世界中の研究者、経営者、実務家との交流を通じて、ビジネスのアイディ

アや発想、意見の交換を活性化することのできる 21 世紀のグローバリズムに相応しい知的

共通基盤（プラットフォーム）としての機能をもち、世界水準の革新的な知の創造の実現

とその普及に努める、常に世界に開かれたプロフェッショナル・スクールであることを設

立趣旨に掲げている。そしてその設立趣旨と、「専門職大学院設置基準」の「第二条 専門

職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を

培うことを目的とする」という専門職大学院の趣旨に則り、本大学院では、経営における

理論と実践とを融合した高度な専門能力を修得し、且つ国際的な視野と開拓者精神を備え、

自ら考え、判断し、自分の責任のもとに行動することのできる職業人・起業家としての倫

理を備えた「高度専門職業人」を養成したいと考えている。 

具体的には、本大学院は学生の募集において、あらゆる業界や職務、専門分野の社会人

を対象としていることから、学生それぞれが所属する業界で経営に特化するよう養成し、

さらには所属している企業で新規事業を起こしたり、新しく起業を目指したりなど、経営

者、またはトップマネジメントという経営のプロフェッショナルとして、事業の経営、事

業の創造ができる人材を育成していくことを目的とした授業科目を開設している。 

専門職大学院設置基準第 6条は、「専門職大学院は、その教育上の目的を達成するために

専攻分野に応じ必要な授業科目を開設し、体系的に教育課程を編成するものとする」と教

育課程（カリキュラム）編成の趣旨を定義している。本大学院はその趣旨に則り、次のよ

うにカリキュラムを体系付けている。すなわち「論理思考」と「経済論」を「基本となる

二つの柱」とし、その上位にマネジメントについて体系的に学ぶために必要な、「経営戦略」、

「アントレプレナー」、「マーケティング」、「財務会計」、「組織人事」、「IT」という 6 つの

分野を設け、全科目を統合する分野として「総合」（「卒業研究（事業計画）」）が位置付け

られている。各分野は、基礎科目と展開発展科目から構成し、学生は各分野について 低１科

目は履修することとなるため、基礎と応用と実務を織り交ぜながら、MBA 取得に必要な知識を網

羅的に学習することとなる。例えば、経営系分野の特性に応じた基本的な科目と基礎知識を

展開発展させる科目として、経営戦略、マーケティング、財務会計、組織人事、IT、アン

トレプレナーの６つの分野ではそれぞれ次のような構成となっている。 

 分野        基礎科目   展開発展科目    

経営戦略の分野：  経営戦略論  企業研究 

    ビジネス・エシックス 企業再生論 

マーケティングの分野： マーケティング概論 マーケティング実践 

セールスマネジメント 

財務会計の分野：  アカウンティング Ｍ＆Ａと経営、 

    ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ  中国金融論 



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 
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組織人事の分野：  組織行動論  組織と経営 

       リーダーシップ 

ＩＴの分野：   技術戦略論  ＩＴと経営 

アントレプレナーの分野：  起業論   ベンチャー経営論 

 

＜根拠資料＞ 

• 2008 年度カリキュラム一覧(資料 2－9) 
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経営系分野の特性に応じた基本的な科目、広い視野や周辺領域

の知識を涵養する科目、基礎知識を展開発展させる科目、先端

知識を学ぶ科目等が適切に配置され、かつ、体系的に教育課程

が編成されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

専門職大学院設置基準第 6条は、「専門職大学院は、その教育上の目的を達成するために

専攻分野に応じ必要な授業科目を開設し、体系的に教育課程を編成するものとする」と教

育課程（カリキュラム）編成の趣旨を定義している。本大学院はその趣旨に則り、次のよ

うにカリキュラムを体系付けている。すなわち「論理思考」と「経済論」を「基本となる

二つの柱」とし、その上位にマネジメントについて体系的に学ぶために必要な、「経営戦略」、

「アントレプレナー」、「マーケティング」、「財務会計」、「組織人事」、「IT」という 6 つの

分野を設け、全科目を統合する分野として「総合」（「卒業研究（事業計画）」）が位置付け

られている。各分野は、必修科目と選択科目から構成し、学生は各分野について 低１科目は

履修することとなるため、基礎と応用と実務を織り交ぜながら、MBA 取得に必要な知識を網羅的

に学習することとなる。各科目は、株式会社ビジネス・ブレークスルーがこれまで蓄積して

きた約 5000 時間以上のコンテンツ並びに 先端のマネジメントに対応するべく作成された

新のコンテンツを踏まえ、経営環境の変動の激しい昨今において、現時点で もふさわ

しい教育内容を本大学院のカリキュラムに位置付けていることから、本大学院の教育目的

に適ったＭＢＡカリキュラムとしての教育水準を十分に達成していると考えている。しか

し、日々刻々と変化する経営環境、経済状況の中で、常に 先端のマネジメントに関する

課題並びにその解決方法を提供していくことを教育内容の特徴とすることから、その特徴

に適った講義コンテンツとして制作し、授業に取り入れ、学生が常に 先端のマネジメントに

ついて学習できるような体制を整えている。 

例えば、経営系分野の特性に応じた基本的な科目と基礎知識を展開発展させる科目とし

て、経営戦略、マーケティング、財務会計、組織人事、IT、アントレプレナーの６つの分

野ではそれぞれ次のような構成となっている。 
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 分野        基礎科目   展開発展科目    

経営戦略の分野：  経営戦略論  企業研究 

    ビジネス・エシックス 企業再生論 

マーケティングの分野： マーケティング概論 マーケティング実践 

セールスマネジメント 

財務会計の分野：  アカウンティング Ｍ＆Ａと経営、 

    ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ  中国金融論 

組織人事の分野：  組織行動論  組織と経営 

       リーダーシップ 

ＩＴの分野：   技術戦略論  ＩＴと経営 

アントレプレナーの分野：  起業論   ベンチャー経営論 

なお基礎科目は、を必修科目に据え、展開発展科目を選択科目としている。広い視野や周

辺領域の知識を涵養する科目としては、「問題発見思考」、「問題解決思考」、「イノベーショ

ン」などの視野や考え方の知識を涵養する科目を必修科目としている。また、先端知識を

学ぶ科目としては、「新・資本論」、「現代の経営戦略」等、日々刻々と変化する経営環境や

経済状況を分析し理解する科目を必修科目としてカリキュラムに編成している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2008 年度後期開講科目スケジュール表(資料 2－10) 
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教育課程が、経営の実務に必要な専門的な知識、思考力、分析

力、表現力等を修得させるとともに高い倫理観および国際的視

野を持つプロフェッショナルな人材を養成する観点から適切に

編成されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

経営とは、人的資源、金、時間、外部環境など様々な要因によって刻々と変化するもの

であり、したがってその状況における経営判断とそのスピードが、マネジメントにおいて

重要な要素となってきている。こうした変革の激しい経営環境の中、的確に経営判断し、

スピーディーに実行へと移すためには、事実を見極め、本質的な問題を見出すという論理

的な思考が必要となってくる。 

例を挙げるならば、会社で発生する様々な問題というものは、突き詰めると実はひとつ

の問題が形を変えて表出されたものなのであり、その根幹を見極め、それに対応する改善

策を策定していく上で重要なものが、論理的思考なのである。その為、経営の実務に必要

な専門的な知識のみならず、思考力、分析力、表現力を同時に修得できる授業科目と教育
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点検・評価報告書 
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課程が必要と考え、本学では経営の実務的な高度専門能力の向上を目指している。 

本大学院では、データの収集と分析、本質的な問題を抽出する手法、論理展開の仕方、

表現の仕方などといった論理的思考を重視し、第一年次において必修科目に指定している

「問題発見思考」、第二年次において必修科目に指定している「問題解決思考」において、

人を説得できるロジックからプレゼンテーション能力までを一貫して修得することを、教

育課程のひとつの大きな柱に据えている。 

企業が成長し続けて行く為には、それを妨げる本質的な問題を発見し、解決策を立案し、

実際に行動するという一連の問題解決のアプローチを理解し実践する必要がある。例えば、

科目「問題発見思考」では、「問題を解決するためには、まず本質的問題を発見する」こと

に主眼を置き、情報を集め、分析し、その新しい発見を再び統合して要は何が起こってい

るかということを理解する為に、経営の専門知識やロジックなどのテクニックだけではな

く、一連の「問題発見」における重要な「考え方」を講義し、何度も繰り返し演習指導を

することで、実務につなげていくことを目標としている。具体的には、問題解決基礎スキ

ル、市場分析・競合分析、ロジカルシンキング、ビジネスコミュニケーションの 4 つの領

域を本科目で学習する。 

また、変動の激しい昨今において 先端の経営に対応するべく、大前研一の提唱する経

済理論（「ボーダレス経済」、「地域国家論」、「新・資本論」「新・経済原論」）の講義を行う。

本大学院の教育課程のもうひとつの大きな柱に位置付けられる大前の経済論とは、今日の

経済状況を、実体経済の空間、ボーダレス経済の空間、サイバー経済の空間、マルチプル

経済の空間の 4つの独立した経済要素を総合的かつ不可分のものとして捉えるものである。

例えば、実体経済であるマクロ経済とミクロ経済、ボーダレス経済のグローバル・マーケ

ティングとサイバー経済のｅコマース、そして、マルチプル経済の現在正味価値（ＮＰＶ）

に関するファイナンス、デリバティブに関するファイナンスをそれぞれ個々に学ぶのでは

なく、日本、あるいは、世界で起きている経済事象をケースにしながら、４つの経済空間

の要素を総合的に相互連関的に理解していくものである。こうしたパースペクティブから、

２年間にわたり継続的に国内外の経済事情について講義、議論を実施し、実務的な経営能

力の向上を図っている。 

本大学院は、高い倫理観と国際的視野を持つプロフェッショナル育成のため、副教材と

して、英語で学ぶマネジメントの講座、外国企業の経営者の講演、対談などがあり、英語

の必要性を感じた学生が自発的に学べる環境を整えている。こうした補助教材については、

「コンテンツ一覧」に詳細に記してある。また、開拓者精神を持って新規事業を立ち上げ

る人材を養成したいという教育方針の具体的指導として、「卒業研究（事業計画）」におい

て事業計画の作成を研究指導し、プレゼンテーションの審査合格を修了要件としている。 

 

＜根拠資料＞ 
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• 2008 年度カリキュラム一覧(資料 2－9) 
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経営系専門職大学院の使命・目的および教育目標に応じて、そ

れぞれの分野の教育課程が次に掲げるような事項を踏まえた内

容になっているか。 

【ビジネス・技術経営分野】 

例えば、経営戦略、組織行動、ファイナンス、会計、マーケテ

ィング、技術・生産管理、情報マネジメント等に関する内容を

扱う科目が適切に教育課程に盛り込まれているか。 

【会計分野】 

例えば、財務会計、管理会計、監査等に関する内容を扱う科目

が適切に教育課程に盛り込まれているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

経営系専門職大学院の使命・目的及び教育目標に応じて、ビジネス分野として経営系分

野の特性に応じた基本的な科目と基礎知識を展開発展させる科目として、経営戦略、マー

ケティング、財務会計、組織人事、ＩＴ、アントレプレナーの６つの分野ではそれぞれ次

のような構成となっている。 

 分野        基礎科目   展開発展科目    

経営戦略の分野：  経営戦略論  企業研究 

    ビジネス・エシックス 企業再生論 

マーケティングの分野： マーケティング概論 マーケティング実践 

セールスマネジメント 

財務会計の分野：  アカウンティング Ｍ＆Ａと経営、 

    ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ  中国金融論 

組織人事の分野：  組織行動論  組織と経営 

       リーダーシップ 

ＩＴの分野：   技術戦略論  ＩＴと経営 

アントレプレナーの分野：  起業論   ベンチャー経営論 

広い視野や周辺領域の知識を涵養する科目としては、「問題発見思考」、「問題解決思考」、「イ

ノベーション」などの視野や考え方の知識を涵養する科目を必修科目としている。また、

先端知識を学ぶ科目としては、「新・資本論」、「現代の経営戦略」等、日々刻々と変化する

経営環境や経済状況を分析し理解する科目を必修科目としてカリキュラムに編成している。 

 

＜根拠資料＞ 
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• 2008 年度カリキュラム一覧(資料 2－9) 

 

2-13 
学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対

応した教育課程の編成に配慮しているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対応した教育課程の編成に

配慮し、本大学院は「カリキュラム審議委員会」、「コンテンツ委員会」、「教授会」の三者

間で有機的に連携しその質の向上に努めるべく体制をとっている。特に、カリキュラム審

議委員会、コンテンツ委員会で起こった具体的なカリキュラムの改善やコンテンツの開

発・更新に関する議論や意見は、教授会においてかならず報告される体制となっている。

教授会ではそうした報告事項を踏まえ、 先端のマネジメントに関する課題並びにその解

決方法を提供していく大学院として、映像講義に対する意見・要望、さらには研究課題や

方法論にまで議論の幅を広げ、カリキュラムの編成、実施をはじめコンテンツの開発、更

新等大学院の教育研究活動を多角的に捉え、解決していく方策を採っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• コンテンツ委員会規(資料 2－24) 

• カリキュラム審議委員会規程(資料 2－25) 

• 教授会規則(資料１-4) 

 

【系統的・段階的履修】 

2-14 

各年次にわたって授業科目をバランスよく履修させるため、学

生が 1 年間または 1 学期間に履修登録できる単位数の上限が設

定されているか。（「専門職」第 12 条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

 大学院大学履修規則では、下記のように明示されている。 

 

（履修登録単位の上限） 

第3条 一年間に履修登録できる単位数は、24 単位とする。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス・ブレークスルー大学院大学履修規則第 3条」(受講ハンドブック P.66) (資

料 1－2) 
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2-15 
教育課程の編成においては、学生による履修が系統的・段階的

に行えるよう適切に配置されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院では、データの収集と分析、本質的な問題を抽出する手法、論理展開の仕方、

表現の仕方などといった論理的思考を重視し、第一年次において必修科目に指定している

「問題発見思考」、第二年次において必修科目に指定している「問題解決思考」において、

人を説得できるロジックからプレゼンテーション能力までを一貫して修得することを、教

育課程のひとつの大きな柱に据えている。世界経済の底流を流れる新しい経済原理、ビジ

ネスシステムを 新の実在の企業のケースとともに、2年間に渡って学ぶ経済原論をもう 1

つの柱に据えている。上記の二つの柱を基礎とし、その上にマネジメントについて体系的

に学ぶために必要な、経営戦略、アントレプレナー、マーケティング、財務会計、組織人

事、情報技術（IT）という 6つの分野を置く。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2008 年度カリキュラム一覧(資料 2－9) 

• 「科目一覧表」(受講ハンドブック P.18)(資料 1－2) 

 

2-16 

授業科目の特徴、内容、履修形態、その履修のために要する学

生の学習時間（教室外の準備学習・復習を含む）等を考慮して、

適切な単位が設定されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

 単位数に関しては、下記「ビジネス･ブレークスルー大学院大学学則」に定めている。 

 

第4章 教育方法等 

第 1節 履修方法等 

 （単位計算の基準） 

第15条 単位数を定めるに当たっては、1単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし, 授業の方法に応じ, 当該授業による教育

効果, 授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算する

ものとする。 

（１） 講義は、15 時間の講義をもって 1単位とする。 

（２） 演習は、30 時間の演習をもって 1単位とする。 
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＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス・ブレークスルー大学院大学学則第 15 条」（受講ハンドブック P.50）(資料

1－2) 

 

【理論教育と実務教育の架橋】 

2-17 
理論教育と実務教育の架橋を図るために、カリキュラム編成、

授業の内容、履修方法等について工夫がなされているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院では、理論と実務を架橋するための教材（コンテンツ）を数多く取り揃えてお

り、十分に学習できると考えている。例えば、「起業論」という科目では、理論と実務を架

橋する為、全 15 講義のうち、4 講義をケーススタディとして講義を構成している。ケース

スタディでは、実際の企業の経営者本人にその会社の戦略を講義してもらい、企業が直面

している実際の課題について学生と討議する様にしている。また、理論学習では、必須教

科書や文献を読み、議論し、レポートを提出することで、学生が実務教育と理論教育の両

面から学習できる履修方法によって授業内容を構成している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 講義要綱 2008 年度(資料 2－1) 

 

2-18 職業倫理を養う授業科目が開設されているか。 ○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院では、職業倫理を養う科目として、「ビジネス･エシックス」という科目を１年

次必修科目として開設している。本科目では、例えばジョンソン・エンド・ジョンソンを

ケースとして取り上げ、企業の危機的状況に管理職としていかにして対応していけば良い

のか、そしてどのようにして顧客や社員から支持される職業倫理を養い、企業のカルチャ

ーとして構築して行けば良いのか、具体的な事例から学ぶ授業を提供している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 講義要綱 2008 年度(資料 2－1)  

 

【導入教育と補習教育】 

2-19 多様な入学者に対応した導入教育が実施されているか。 ○  
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＜現状の説明＞ 

 本学の授業は遠隔教育システム・エアキャンパスを用いて行うが、IT スキルの格差を平

準化すべく、入学者は全員入学式 1 週間前にエアキャンパスをインストールし、講義の視

聴方法、受講認証（出席確認）方法、ディスカッションへの投稿方法、オンライン上で行

われる試験の提出方法等ブロードバンドで配信するオリエンテーションビデオを見ながら

習得する。また、同時にエアキャンパス上で「サロン」を開設し、練習を兼ねて投稿を開

始、また入学式前 1ヶ月の 新学長講義を視聴しながら受講認証の事前練習を行っている。      

また、入学式当日には 1 時間程度、エアキャンパスのデモンストレーションおよび質疑応

答を行い、スムーズに授業に入れるようにトレーニングおよび全面バックアップを行って

いる。さらには、入学式前 1 週間前から入学後１ヶ月間はエアキャンパス上で常時開設の

キャンパスサポート以外に入学オリエンテーションフォーラムを設け、システム上の疑問、

その他受講方法や履修に関する問合せ等新入生固有の質問にも昼夜問わず迅速に対応し、

極端に ITスキルの低い学生および留学生については個別に電話または対面で導入フォロー

を行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 大学院からのお知らせ（UF08）フォーラムアナウンスメント(資料 2－3) 

 

2-20 
基礎学力の低い学生に対応した補習教育等の措置がとられてい

るか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

基本的に社会人かつ就業経験を有する平均年齢約 37 歳の学生を対象としているため、経

営学科目に関し基礎学力が低い学生はあまり見受けられないが、しいて言えば 1 年次必修

科目「コーポレート・ファイナンス」においてはキャッシュフロー計算や割引計算等を苦

手とする学生が多く見られる。対策としては、講義ごとにオンラインで受講でき、学生自

身が理解できるまで試験にチャレンジできる「理解度テスト」を設けており、さらに理解

を深めてもらうためエアキャンパス上にて TA が適宜アドバイスしている。 

なお、理解度テストは 60 点以上を合格としているが、3 回までのチャレンジで合格点に

満たなかった場合は、再度講義を視聴しなければ、理解度テストが再受講できないようシ

ステム上設計している他、エアキャンパス上で教員および TA が独自に試験の解説や補習問

題、参考図書を提示することで基礎学力の底上げに尽力している。 

 

＜根拠資料＞ 
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• コーポレート・ファイナンス（US07）アナウンスメント(資料 2－4) 

 

【教育研究の国際化】 

2-21 

教育研究の国際化について、当該経営系専門職大学院内で方向

性が明らかにされているか。また、海外の大学との連携等、国

際化を進めるための具体的なプログラムは定められているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

現在本大学院では特に国際化についての方向性はあきらかにしていない。 

また、海外大学との連携等も現時点では具体的なプログラムは定められていない。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

2-22 
海外の大学との連携等、国際化に関する取組みの実績はあるか。

また、今後の具体的な取組みの計画は定められているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

本大学院では海外の大学との連携や国際化に対する取組みの実績はないものの、㈱ビジ

ネス・ブレークスルーとオーストラリアのボンド大学と共同で提供している BOND－BBTMBA

からの単位移行を実施している。 

なお、大学院の国際化に関しては、本大学院は１００％遠隔教育のため“留学生”とい

う形での受け入れは実施していないが、学生の国籍、居住地を問わず世界中の人が入学可

能であり、実際在校生にも中国在住の中国人学生や、海外在住の日本人の学生もおりさら

には外国人の教員もおり議論を通じて実質的な国際化が図られている。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【教職員・学生等からの意見の反映】 

2-23 

教育課程の編成や教育水準の設定のプロセスにおいて、教職員

や学生のみならず、ビジネス界その他の外部の意見・要望が適

切に反映されているか。意見反映のための手続きは明文化され

ているか。 

 ○
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＜現状の説明＞ 

本学の教員の多くは実務家教員であり、ビジネス界の意見・要望は受け入れやすい環境

にあるが、本学の教員独特の偏りがないようにするため、経営に関するカリキュラムを外

部の識者を招いて行うコンテンツ委員会を設置している。本コンテンツ委員会の委員はコ

ンサルティングファームのパートナー、他大学のビジネススクールの教授・講師から構成

されいる。コンテンツ委員会の会議趣旨は、今経営者としてどのようなことを学ばなけれ

ばいけないか、あるいは、 新の経営手法について議論し、教育カリキュラム化していく

ものである。本コンテンツ委員会は隔月で開催している。また、制作されたカリキュラム

については、カリキュラム審議委員会でフィードバックする仕組みとなっている。カリキ

ュラム審議委員会の委員は、実際に企業の代表取締役として現役の方か、経験者から構成

されている。カリキュラム審議委員会は隔月で開催されている。コンテンツ委員会につい

ては、コンテンツ委員会規程に“カリキュラム、講座の企画及び適正を図るため必要な事

項を審議し、これに関し大学に意見を述べることができる”と明文化されている。また、

カリキュラム審議委員会については、カリキュラム審議委員会規程に“会社の諮問に応じ、

カリキュラム及び講座の適正を図るため必要な事項を審議し、これに関し大学に意見を述べるこ

とができる”と明文化されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• コンテンツ委員会規(資料 2－24) 

• カリキュラム審議委員会規程(資料 2－25) 

 

【特色ある取組み】 

2-24 

教育内容について特色ある取組みを行っている場合は、その取

組みの趣旨・内容は、当該経営系専門職大学院固有の使命・目

的および教育目標の達成にとって有効なものとなっているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

教育内容として特色ある取組みとして、“リアルタイムオンラインケーススタディ

（RTOCS）”と称するケーススタディを行っている。本 RTOCS は、実際に経営上問題を抱え

ている企業、経営戦略によっては飛躍する可能性のある企業などをケースの対象とし、毎

週 1 ケース、卒業までの 2 年間で約 100 ケースを学ぶものである。本 RTOCS の趣旨は、学

生がケースの対象となった会社の社長だったら客観的事実に基づき、その事実を論理的に

まとめ、経営上どのような意思決定をするか、経営の判断力、決断力を養成するものであ

る。また、約 100 社のケースを学ぶことによって自分の所属する会社、業界だけではなく、

多くの業界、企業について勉強することになり、経営に関する考えの幅と、業界の常識に
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こだわらない柔軟な思考力をつけることになる。このように客観的事実の調査能力、事実

となるデータに基づく分析力、幅広く業界及び企業について知識を蓄積していくこと、方

向性を見出す構想力、そして 終的な経営の判断力、決断力を醸成していくことは本学の

使命・目的および教育目標の達成にとって有効なものとなっている。 

 

＜根拠資料＞ 

 リアルタイム・オンライン・ケース・スタディ 『Real-time on-line case study』（RTOCS） 

ケース一覧 (資料 2－26) 

 

2-25 

取組みの成果について検証する仕組みが整備されているか。ま

た、検証結果を取組みのさらなる改善に結び付ける仕組みが整

備されているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

本学が取り組んでいる RTOCS については、半期ごとに成績を評価することによって成

果について検証している。評価は、発言回数、発言内容、課題に対して経営の意思決定が

できるよう理論的サポートがされているか、独自性があるか等を総合的に評価している。

クラスでの発言回数、成績などを分析し、学生の授業への参加の積極性が不十分の場合は

教員およびティーチングアシスタントのクラスに対する指導により改善に結び付けていく

こととしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「新資本論」発言分布と成績資料（2－12） 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

学位授与（2－3) 教育課程（2－4）（2－9）（2－11） 

補習教育（2－19）（2－20） 

（１）ビジネス・ブレークスルー大学院経営学研究経営管理専攻では、学位授与に際し学則

にて定めらている必要単位を取得し、卒業研究を提出し合格したたものが、当大学

院の学位を授与するにふさわしいかどうか、教授会にて 終決定している。（視点 2

－3） 

（２）ビジネス・ブレークスルー大学院経営学研究科経営管理専攻の学生はほぼ全員社会人

であり限られた時間での受講となるため、無理なく学習できるよう年間の講義スケ

ジュールを毎年見直し、またカリキュラム編成については当大学院の教育目標であ



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 

 
ビジネス･ブレークスルー大学院大学  

経営学研究科 経営管理専攻 
2009 年 4 月 3 日 

35

る 21 世紀に世界で通用するビジネスパーソンの育成のため半期ごとに開講科目の

見直しを実施し、講義の撮り直しや今後必要とされる分野の科目を追加開講してい

る。 

また、本経営管理専攻ではアントレプレナーシップを持ち，起業，あるいは，新規事業を立ち

上げられる人材を育成することを目的としていることから，専門職学位論文は事業計画

とし，こちらを教授の指導のもと作成し、当大学院で学んだことの集大成として学長に

発表し学位授与にふさわしい水準に達しているか審査している。（視点 2－3，2－9、2

－11） 
（３）ビジネス・ブレークスルー大学院経営学研究科経営管理専攻の学生の年齢層が 20 代

から 50 代までと科目によっては学力の差があるが、理解度テストや TA を配置し学

習の IT フォローを実施している、また、勉強面だけではなく、当大学院は遠隔教育

のためスキルを必要とするが、こちらのスキルにもばらつきがみられるため入学前

からシステム面でのサポートを実施しており、受講中もシステム部にてサポートを

実施している。（視点 2－19，2－20） 

 

＜今後の方策＞ 

（１） 引き続き教授会にて修了に必要な要件を満たした学生に学位を授与するにふさわし

いか、 終決定をしていく。 

（２） カリキュラム面では学生が実践ですぐに活用できる生きた経営スキルを修得できる

よう随時現代のビジネスパーソンに必要とされる分野の科目の追加、ならびにすで

に開講している科目の内容の見直しを行っていく方針である。 

（３） 補習教育については学習面だけではなく、遠隔教育に必要不可欠なシステム面での

サポートもさらに充実させ、学生がストレスなく勉強できるようさらに環境を整え

ることとしたい。 
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2．教育の内容・方法･成果 

(2) 教育方法等 
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(2) 教育方法等 

＜概要＞ 

 すべての講義において、AC を用いたディスカッションを行っている。また、グループワ

ークによる課題提出を行う科目もあり、実践教育を充実させている。授業水準の把握と向

上においては、半期に一度、全科目で学生アンケートを行い次期開講の科目運営に役立て

ている。 

履修指導に関し、入学前の問い合わせに対しては、個々の学習者の状況を考慮したアド

バイスをメール、電話、面談などにて行う。入学後は、講義開始前にオリエンテーション

を行い、履修指導を行う。基本的な学業全般に関する指導やフォローアップは、教員、TA

あるいは教務課職員が双方向性を確保し実施される。履修指導や学習相談に加え、レポー

トや試験に関する評価は、成績評価と共に教授からのコメントを提示している。 

FD 体制としての教授会において、互いのクラス運営や授業内容について、改善点反省点

などを議論し合い、かつ学生のアンケートを報告･共有することで組織的に検証し、教育活

動へのフィードバックを行っている。 

 

【授業の方法等】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

2-26 

実践教育を充実させるため、講義、討論、演習、グループ学習、

ケーススタディ、ゲーム、シミュレーション、フィールド・ス

タディ、インターンシップ等、適切な教育手法や授業形態が採

用されているか。（「専門職」第 8条第 1項） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

全科目ともエアキャンパスで授業を行っている。講義の配信および受講認証（出欠確認）

もエアキャンパスで行い、「統計解析」「経済理論」等の基礎科目では講義ごとにオンライ

ンで受講できる「理解度テスト」を設けている。また学生は、全科目において講義視聴後、

教員により設定されたテーマに沿ってディスカッションを行う。また、「マーケティング概

論」「組織行動論」などでは、5 名でグループを組み、事業部会議に提出できるような具体

性のあるプランを提出した上、メンバー間でグループへの貢献度を測る「ピアレビュー」

も評価ポイントに加え、グループで議論を行うことにより実際のビジネスで役立つ実践的

な教育を行っている。 
また、本学の学生は「リアルタイムオンラインケーススタディ（RTOCS）」と称するケ

ーススタディに 2 年間取り組むが、学生自身が実際に経営上問題を抱えている企業、経営

戦略によっては飛躍する可能性のある企業の経営者だったら客観的事実に基づき、その事
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実を論理的にまとめ、経営上どのような意思決定をするか、経営の判断力、決断力を養成

する。学生は当該ケーススタディにおいて、2年間で約 100 社のケースを学ぶことによって

自分の所属する会社、業界だけではなく、多くの業界、企業について勉強することになり、

経営に関する考えの幅と、業界の常識にこだわらない柔軟な思考力をつけることになる。

このように客観的事実の調査能力、事実となるデータに基づく分析力、幅広く業界及び企

業について知識を蓄積していくこと、方向性を見出す構想力、そして 終的な経営の判断

力、決断力の醸成が本学における実践教育の たるものであると考える。 
 

＜根拠資料＞ 

• マーケティング概論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－5) 

• 組織行動論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－6) 

 

2-27 
実践教育に関する授業の水準を適切に把握し、向上させていく

ための取組みが行われているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

半期に一度（2009 年度からは科目終了毎に）、学生全員に対し、全科目の受講に関するア

ンケートを行い、実践教育に関する授業の水準の把握を行い、結果については全科目とも

教員間で結果を相互確認できるようフィードバックし、次期開講の科目運営に役立ててい

る。 

なお、学生へのアンケート内容は以下の通り。 

① 各科目の講義内容及びテキストのレベル 
② 各講義に必要な学習量（予習、受講、復習等）は適切か.予想より多かった場

合は、具体的にどのような部分に学習の時間を予想より多くとられたか 
③ 講義を十分に理解できたか 
④ 講義を受けて、自身のビジネス知識・スキルの向上に役立ったか 
⑤ 各科目の講義をどのように受講したか時間のやりくり等 
⑥ TA の質問、回答により疑問点は十分解消したか 

⑦ TA あるいは TA の仕組みについて満足しているか 

 

＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート（2008 年前期 1年次必修科目）(資料 2－27) 

 

2-28 
多様なメディアを利用して遠隔授業を行う場合は、その教育効

果が十分に期待できる専攻分野および授業科目をその対象とし
◎  
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ているか。（「専門職」第 8条第 2項） 

 

＜現状の説明＞ 

本学は、建学の精神にもとづいた教育目的を遂行するために、教育カリキュラムは次の

ような体系としている。全体の基礎としてまずビジネス社会における世界共通言語である「論

理思考」を 2年間に渡って履修し徹底的に身に付けることを教育課程の一つの大きな柱に据えて

いる。同時に世界経済の底流を流れる新しい経済原理、ビジネスシステムを 新の実在の企業の

ケースと共に 2年間を通して学ぶ経済原論をもう一つの柱に据えている。その基礎の上にマネジ

メントについて体系的に学ぶために必要な、経営戦略、財務・会計、組織人事、マーケティング、

情報技術（ＩＴ）、アントレプレナーという 6 つの分野を置いている。各分野は、基礎科目と応

用科目とから体系的に構成され、理論と実務とを架橋するようなカリキュラムとしている。更に、

本大学院は就業経験のあることを入学条件とし、就業を続けながら学ぶ社会人を主な対象として

いるので、実際に自分の生の仕事にすぐに活かすことによって、学んだことを素早く修得できる

ように工夫している。このように基礎と応用と実務を織り交ぜながら、ＭＢＡに必要な知識を網

羅的に学習するものとしている。このようなカリキュラムを学ぶことによって、倫理観を培い、

アントレプレナーシップを持って、起業、あるいは、新規事業を立ち上げられる人材を育成して

いくとともに、国際社会でリーダーとして貢献できる人材の育成を目的としている。 

• 上記の前提条件の上で、全科目とも本学独自の遠隔教育システム・エアキャンパスで

授業を行っている。ブロードバンドによる講義の配信および受講認証（出欠確認）も

エアキャンパスで行い、科目によっては講義ごとにオンラインで受講できる「理解度

テスト」を設け、全科目とも 終試験はオンライン上で行っている。また学生は、全

科目において講義視聴後、教員により設定されたテーマに沿ってディスカッションを

行う。客観的事実の調査能力、事実となるデータに基づく分析力、幅広く業界及び企

業について学んだ知識はエアキャンパス上に蓄積され、ディスカッションは科目閉講

後および本大学院修了後も閲覧できるため、いつでも実践に活用することができる。

また、議論の内容が蓄積されるため発言への責任感が養われ、議論に貢献するものは

尊敬され、徐々にクラス全体の集団知が高まる。つまり、オンライン学習の醍醐味はそ

のインターラクティブ性にあり、エアキャンパスに参加することにより、教員や他の生徒

から知識を得ることに加え、自分の考えをまとめ、そして発展させることができ、全科目

において遠隔授業の教育効果は十分に得られると考える。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学 大学案内パンフレット（P5）(資料 1-1) 

 

2-29 通信教育によって授業を行う場合は、その教育効果が十分に期 ◎  
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待できる専攻分野および授業科目をその対象としているか。

（「専門職」第 9条） 

 

＜現状の説明＞ 

本学は、建学の精神にもとづいた教育目的を遂行するために、教育カリキュラムは次の

ような体系としている。全体の基礎としてまずビジネス社会における世界共通言語である「論

理思考」を 2年間に渡って履修し徹底的に身に付けることを教育課程の一つの大きな柱に据えて

いる。同時に世界経済の底流を流れる新しい経済原理、ビジネスシステムを 新の実在の企業の

ケースと共に 2年間を通して学ぶ経済原論をもう一つの柱に据えている。その基礎の上にマネジ

メントについて体系的に学ぶために必要な、経営戦略、財務・会計、組織人事、マーケティング、

情報技術（IT）、アントレプレナーという 6 つの分野を置いている。各分野は、基礎科目と応用

科目とから体系的に構成され、理論と実務とを架橋するようなカリキュラムとしている。更に、

本大学院は就業経験のあることを入学条件とし、就業を続けながら学ぶ社会人を主な対象として

いるので、実際に自分の生の仕事にすぐに活かすことによって、学んだことを素早く修得できる

ように工夫している。このように基礎と応用と実務を織り交ぜながら、MBA に必要な知識を網羅

的に学習するものとしている。このようなカリキュラムを学ぶことによって、倫理観を培い、ア

ントレプレナーシップを持って、起業、あるいは、新規事業を立ち上げられる人材を育成してい

くとともに、国際社会でリーダーとして貢献できる人材の育成を目的としている。 

上記の前提条件の上で、全科目とも本学独自の遠隔教育システム・エアキャンパスで授

業を行っている。ブロードバンドによる講義の配信および受講認証（出欠確認）もエアキ

ャンパスで行い、科目によっては講義ごとにオンラインで受講できる「理解度テスト」を

設け、全科目とも 終試験はオンライン上で行っている。また学生は、全科目において講

義視聴後、教員により設定されたテーマに沿ってディスカッションを行う。客観的事実の

調査能力、事実となるデータに基づく分析力、幅広く業界及び企業について学んだ知識は

エアキャンパス上に蓄積され、ディスカッションは科目閉講後および本大学院修了後も閲

覧できるため、いつでも実践に活用することができる。また、議論の内容が蓄積されるた

め発言への責任感が養われ、議論に貢献するものは尊敬され、徐々にクラス全体の集団知

が高まる。つまり、オンライン学習の醍醐味はそのインターラクティブ性にあり、エアキャン

パスに参加することにより、教員や他の生徒から知識を得ることに加え、自分の考えをまとめ、

そして発展させることができ、全科目において遠隔授業の教育効果は十分に得られると考え

る。 

 

＜根拠資料＞ 

ビジネス・ブレークスルー大学院大学 パンフレット（P5）(資料 1-1) 
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2-30 

授業のクラスサイズは、授業の内容、授業の方法および施設・

設備その他の教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分に上

げられる適切な人数となっているか。（「専門職」第 7条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

 全科目とも本学独自の遠隔教育システム・エアキャンパスで授業を行っているため、ブ

ロードバンドによる講義の配信および受講認証（出欠確認）、講義ごとにオンラインで受講

できる「理解度テスト」、オンライン上の 終試験等においては、授業の内容、授業の方法、

ならびに施設・設備的な問題は無く教育効果を十分にあげられると考える。ただし、エア

キャンパスでのディスカッションに適切な人数は教員・学生の負担を鑑み、経験上科目に

よって多少異なるが 50～100 名前後と考えているため、履修者が多くなった科目では適正

人数に配分したクラス編成を行っている。なお、クラスが増えた場合も、クラス毎に教員、

ティーチングアシスタントを配備している。 

 

＜根拠資料＞ 

• US08 クラス編成ファイル※1 年次開講科目（後期）のディスカッションの添付ファイ

ル(資料 2－28) 

 

2-31 
個別的指導が必要な授業科目については、それに相応しい学生

数が設定されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

2 年次必修「卒業研究（事業計画）」は、個人単位で取組み、新しい経営テーマを総合的に研

究・実証、または実現可能性の高い事業計画を立案する科目」となっているため、教授が個別に

提出物の内容に基づいて客観的な視点から質問・改善点などアドバイスを行う。卒業研究は履修

者の自己学習・自己責任に基づいて進められるため、教授指導はいわゆる大学のゼミのような位

置付けではなく、客観的な視点に基づく質問や指導機会として設けられている。 

個別指導は 1～2 名の教授が各自 3～4 名の学生を担当するが、学生は自身のテーマの専門分

野などから、指導教授の希望を申し出ることができる。また、通常個別指導は平日夜間に行われ

るが、忙しい社会人学生を対象とするため、平日夜間に指導日設定ができない場合は、休日に指

導できる教員を優先してマッチングを行う。 

 

＜根拠資料＞ 

• US07 卒研各学生進捗状況リスト(資料 2－29) 
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【授業計画、シラバスおよび履修登録】 

2-32 

教育課程の編成の趣旨に沿って、毎回の授業の具体的な内容・

方法、使用教材、履修要件および一年間の授業日程等が明示さ

れたシラバスが作成されているか。（「専門職」第 10 条第 1項） 

◎  

•   

＜現状の説明＞ 

入学時および半期ごとにエアキャンパス上で開講科目、担当教授、単位数、開講月、開

講期間を示した年間スケジュールを明示している。また、半期ごと（毎年 3月上旬、9月上

旬）に開講科目、担当教授、単位数、開講日、履修登録期間、 終試験期日などが記載さ

れた詳細スケジュールをエアキャンパス上で発表し、学生自身が業務都合やライフプラン

を念頭におき、事前に履修計画を立てられるよう配慮している。また、年間使用予定教科

書も一覧表で明示し、海外在住者など書籍購入に難がある学生に配慮している。 

また、科目の開講 1 週間前にはエアキャンパス上に科目ごとのフォーラムが設置され、

履修登録者はアナウンスメントに明示された「開講シラバス」で、目的と概要、講義内容、

成績評価の方法、講義受講及びディスカッションに関する受講方法とテーマ、 終オンライン試

験期日、使用教材、教員紹介を参照し、受講に備えることができるよう配慮している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2008 年度（後期）開講科目 必須教科書・参考教科書一覧(資料 2－30) 

• 2008 年後期開講科目スケジュール表(資料 2－10) 

• 2008 年度後期カリキュラム（資料 2－8) 

• マーケティング概論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－5) 

• 組織行動論（UF07）フォーラムアナウンスメント (資料 2－6) 

 

2-33 
授業時間帯や時間割等は学生の履修に配慮して作成されている

か。 
○  

•   

＜現状の説明＞ 

各科目ともエアキャンパス上でビデオオンデマンドで講義を視聴するが、基本的に講義

視聴開始日以降 終試験日まで講義の受講認証（出席確認）が可能となっているため、忙

しい社会人が各自の都合の良い時間帯に応じて講義を視聴することができる。なお、在学

期間中は在学中の全履修講義を視聴できるため、必要に応じて復習をすることも可能であ

る。またエアキャンパスは 24 時間オープンキャンパスであり、複数 PC にインストールし

た場合は相互の情報を同期することが可能であるため、学生は全世界いたるところで在宅

時間や業務の休憩時間、出張の合間など細切れの時間を利用して履修することが可能であ
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る。配信講義を自身の PC やモバイル機器にダウンロードして持ち歩くことも可能なので、

通勤途中や出張の移動時間などを有効に利用することもできる。またオンラインで行われ

る 終試験の多くは、土日を 2回はさんだ 10 日間での解答期間としており、忙しい社会人

に配慮した試験日程となっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• マーケティング概論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－5) 

 

2-34 授業はシラバスに従って適切に実施されているか。 ○  

 

＜現状の説明＞ 

 科目の開講 1 週間前にはエアキャンパス上に科目ごとのフォーラムが設置され、履修登

録者はアナウンスメントに明示された「開講シラバス」で、目的と概要、講義内容、成績評

価の方法、講義受講及びディスカッションに関する受講方法とテーマ、講義視聴期間、受講認

証期間、ディスカッション期間、 終オンライン試験期日、使用教材、教員紹介を参照し、

受講に備えることができるよう配慮している。 

また科目運営はシラバスに従って適切に実施されるが、万が一変更がある場合は、必ずエ

アキャンパス上で履修者に周知徹底している。 

 

＜根拠資料＞ 

• マーケティング概論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－5) 

 

【単位認定・成績評価】 

2-35 

経営系専門職大学院の目的に応じた成績評価、単位認定の基準

および方法が策定され、学生に対してシラバス等を通じてあら

かじめ明示されているか。（「専門職」第 10 条第 2項） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

入学時に受講ハンドブックを配布し、標準的な成績評価基準、単位認定基準等周知をし

ている。入学後は科目の開講１週間前にはエアキャンパス上に科目ごとのフォーラムが設

置され、アナウンスメントで明示された「開講シラバス」に成績評価の方法を学生はあら

かじめ知ることができる。また、成績評価の方法のみならず、評価対象となる講義視聴期間、

受講認証期間、ディスカッション期間、 終オンライン試験期日についても詳細に明示してい

る。詳細は 2－36 で述べる。 
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標準的な成績評価の方法は下記の通り 

■受講認証 10％、ディスカッション 40％、 終オンライン試験 50％ 

 

単位認定基準は下記の通り 

 

成績 合格/不合格 点数 

A+ 

合格 

100～90 点 

A 89～80 点 

B 79～70 点 

C 69～60 点 

F 不合格 59 点以下 

 

＜根拠資料＞ 

• 受講ハンドブック(UF08)24 ページ 10．成績評価(資料 1－2) 

• マーケティング概論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－5) 

 

2-36 

明示された基準および方法に基づいて成績評価、単位認定が統

一的な方法で公正かつ厳格に行われているか。（「専門職」第 10

項第 2項） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

各科目ともに、【開講シラバス】に明示された成績評価の方法(標準的な成績評価の方法:

受講認証 10％、ディスカッション 40％、 終オンライン試験 50％）に基づき、成績評価、単

位認定を統一的な方法で公正かつ厳格に行わっている。評価対象となる講義視聴期間、受講

認証期間、ディスカッション期間、 終オンライン試験期日についても詳細に明示しているが、

各項目とも学内の受講管理システムで指定された期間のデータを抽出し、成績に忠実に反映して

いる。 

 

□講義の視聴認証 

＜学生への明示＞ 

講義の視聴認証は成績評価に含まれる。視聴認証（英数字を入力する認証）をしながら講義を

受講し、各講義の認証をする際、必ず「受講完了」ボタンを押すこと。受講完了ボタンを押さな

い場合、各自の進捗結果が認証画面に反映されず、成績評価として認められないので、注意する

こと。 

《標準的な講義の視聴認証期限》： 終オンライン試験の「提出日」の前日まで（提出日への
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日付変更まで） 

 

＜成績評価への反映＞ 

システム上期限を過ぎた受講認証はできないよう設計されている。学内の受講管理システムに

おいて、データ抽出された指定期間内の受講認証率（受講完了を押した講義）を成績評価基準に

従い、算出する 

 

□エアキャンパスでの議論 

＜学生への明示＞ 

当該科目はいくつかのフォーラムで構成されるが、フォーラム名およびディスカッションテー

マを明示。ディスカッションは成績評価に含まれ、発言数、発言内容、発言のクラス貢献度など

で総合的に評価されるので、積極的に発言を行うよう促している。 

《標準的なディスカッションの期限》： 終オンライン試験の「出題日」の前日まで（出題日

への日付変更まで） 

 

＜成績評価への反映＞ 

システム上期限を過ぎた発言はできないよう設計されている。受講管理システムにおいて、指

定期間内の発言数（主発言数、他の学生への返信数）を抽出する。教授・TA は常にディスカッ

ションに参加しているので、発言内容および発言のクラス貢献度を点数化して付加し、成績評価

基準に従い、算出する。 

 

□ 終オンライン試験 

 試験問題は、出題日時になるとエアキャンパス上でアクセス可能になるので、学生は各自問題

をダウンロードし、期日までにエアキャンパス上で解答を提出する。万が一システム上の不具合

でエアキャンパスから提出ができない場合は、期日までに事務局宛にメールでの提出も受け付け

ることを明示。 

■標準的な試験期間： 終講義配信後約 2週間後の金曜日 13 時に出題～翌々月曜日（土日を

2回はさむ）午前 10 時までにエアキャンパスから提出 

＊ 論文の文字数、枚数、形式等の詳細は、試験時に案内する。 

 

＜成績評価への反映＞ 

システム上期限を過ぎた提出はできないよう設計されている。受講管理システムにおいて、学

生から提出された提出物を教員が採点、点数化して付加し、成績評価基準に従い、算出する。 

 

□総合評価 
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上記の受講認証、ディスカッション、オンライン試験の点数を総合し、単位認定基準に

則り、エアキャンパス上で成績発表を行い、学生は本人の成績のみ確認することができる。 

 

＜根拠資料＞ 

• マーケティング概論（UF07）フォーラムアナウンスメント(資料 2－5) 

 

2-37 

学修の成果に対する評価、単位認定において、評価の公正性お

よび厳格性を担保するために、成績評価に関する学生からのク

レームに対応するなど、適切な仕組みが導入されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

基本的に成績評価に関する問合せには受け付けていない。ただし、教員によっては成績

評価に関する学生からのクレームを事前回避すべく、対応をとっている場合もある。 

□成績評価の詳細フィードバック 

1 年次必修「経営戦略論」等では 2－36 で述べた評価基準で算出されたデータを個別にフ

ィードバックしている。また、2年次必修「問題解決思考」や 1年次選択「リーダーシップ」

では 終試験の講評を各学生にフィードバックしている。 

□全体講評や優秀レポートの発表 

1 年次必修科目「アカウンティング」では 終試験終了後にフォーラムを設置し、教員に

よる全体講評を行うとともに本人に承諾をとった上で優秀レポートを公表している。全体講評

の一番の目的は、評価されたアウトプットを共有することで、前向きにより高い視点からクラス

全体で学び合うことにある。また、フォーラムを設置し、議論させる主旨は、当該レポートの

どういう点が優れていたのか、そして自分自身の解答と比較して、どういう視点や考え方が今後

必要とされるのかをもう一度自分自身で考え、またクラスメートと議論して更に深める機会を与

えるためである。 

 

＜根拠資料＞ 

• 後先生「リーダーシップ」個別評価ファイル(資料 2－13) 

• 「経営戦略論」の成績評価メール(資料 2－14) 

• 炭谷先生「問題解決思考」個別評価ファイル(資料 2－15) 

 

【他の大学院における授業科目の履修等】 

2-38 

学生が他の大学院において履修した授業科目について修得した

単位や当該経営系専門職大学院に入学前に修得した単位を、当

該経営系専門職大学院で修得した単位として認定する場合、教

◎  



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 

 
ビジネス･ブレークスルー大学院大学  

経営学研究科 経営管理専攻 
2009 年 4 月 3 日 

47

育上有益と認められ、かつ、その認定が法令上の基準の下に、

当該経営系専門職大学院の教育水準および教育課程としての一

体性を損なわないよう十分に留意した方法で行われているか。

（「専門職」第 13 条、第 14 条） 

 

＜現状の説明＞ 

 単位認定については、「ビジネス･ブレークスルー大学院大学学則」において下記のよう

に定めている。 

 

第8章 他大学院との交流 

（認定単位） 

第44条 学生が協定校において履修した授業科目の単位は、10 単位の限度内で課程修

了に必要な単位として認定することができる。 

現在、オーストラリアのクイーンズランド州にある私立総合大学 BOND 大学大学院ビジネス

スクールから、本大学院への単位移行を 10 単位まで認めているが、対象科目は以下のとお

りである。 

 

BOND   科目名 単位数 ビジネス･ブレークスルー 科目名 単位数 

マーケティング (必修) 1 マーケティング概論(必修) 1 

人事戦略（選択）  0.5 組織と経営（必修） 1 

アカウンティング(必修) 1 アカウンティング（必修） 2 

アントレナーシップ（必修） 0.5 起業論(必修) 1 

ビジネス分析方法（必修） 0.5 統計解析(選択) 1 

ファイナンス（必修） 1 コーポレート・ファイナンス（必修） 1 

組織行動論（必修） 0.5 組織行動論（必修） 1 

イノベーション（選択） 0.5 組織マネジメント（選択） 1 

経営情報システム(選択) 0.5 IT と経営（選択） 1 

 

＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス・ブレークスルー大学院大学履修規則第 44条」(受講ハンドブック P.54)(資

料 1－2) 

•  BOND 大学大学院ビジネススクールのパンフレット P.7, 8(資料 2－11) 

 

【履修指導等】 

2-39 入学前における学生の多様なバックグランドや職業観に配慮す ○  
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るなど、個々の学生のキャリアに応じた履修指導が行われてい

るか。 

 

＜現状の説明＞ 

 問い合わせがあった学生に対し、学生個々の仕事や生活状況、学習ペースなどを考慮 

たアドバイスを、メール、電話、面談などにて行う。 

 

＜根拠資料＞ 

学生は、平均年齢 38 歳の 1人前の社会人であり、仕事、社会生活、ならびに私生活につい

て各自で確立されたものを持っているので、定型的なマニュアルのようなものでは対応し

ておらず、個人個人に合わせた対応を都度行っているため、特に資料はない。 

 

2-40 

入学時のオリエンテーションやオフィス・アワーを設定するな

ど、教員による履修指導や学習相談体制が整備され、学生への

学修支援が組織的、効果的に行われているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

 履修指導については，入学後講義が始まるまでの間にオリエンテーションを開催、受講

ハンドブックを配布し、授業の方法や内容，計画等について直接指導を行う。講師と学生

との質疑応答、議論、フォローアップ等その後の基本的な指導は、インターネット上の AC

「科目受講サイト」にて行う。同サイトの項目として、「履修全般に関するアナウンスメン

トの確認」「コースシラバス、概要」「本大学院の諸規則」「予習すべきテキストの範囲、課

題の提出期限、 終試験の日程」「教授・TA について」「テキストについて」「講義内資料の

ダウンロード」「教科書情報，参考図書の紹介」「課題の詳細」「理解度クイズの受験」「試

験の詳細」「フォーラムへの書き込み」「サイバークラスルームへの参加」が設けられてお

り、学業全般に関する事項をインターネットを通じ、教員、TA あるいは教務課職員が双方

向性を確保して実施している。 

  

＜根拠資料＞ 

• エアキャンパス「新資本論 US08」フォーラム：ディスカッション、アナウンスメント、

シラバス、講義一覧(資料 2－31) 

 

2-41 
試験やレポート評価の結果について適切なフィードバックが組

織的に行われているか。 
 ○
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＜現状の説明＞ 

 試験やレポートに関する評価は、下記の成績評価基準をもとに行われる。 
 

成績 合格/不合格 点数 
A+ 

合格 

100～90 点 
A 89～80 点 
B 79～70 点 
C 69～60 点 
F 不合格 59 点以下 

 
また、科目別に試験やレポートの採点基準を設けており、それをもとに評価をしている。 

下記の表は、「起業論」の中間レポート採点基準である。 

 教授によっては、修了レポートに対し成績評価とともに教授のコメントを学生に示して

いる。また、 終オンライン試験の成績優秀者のレポートを本人の同意の下、発表フォー

ラムにて共有したり、全体に対するコメントを教授がしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「成績評価」（受講ハンドブック P.24(資料 1－2) 

• 「ベンチャー経営論」2008 年優秀答案に関する評価(資料 2－16) 

• 「組織と経営」2007 年度 終試験のコメント(資料 2－17) 

 

2-42 
通信教育や多様なメディアを通じた教育を行う場合には、その

ための学習支援、教育相談が適切に行われているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

 AC を通じ、補助教材、追加資料等のアップなど様々な学習支援を行っている。授業内容

については、教員ならびに TA が随時対応している。システム上のトラブルがあれば、キャ

ンパスサポートフォーラムで対応する。また、大学院からのお知らせでは、学生に必用な

情報提供を行う。また、個々の問い合わせに関しては、電話やメールで対応している。 

※成績評価の判定に関わる内容のため削除 
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＜根拠資料＞ 

• エアキャンパス(上記添付) 

 

2-43 

アカデミック・アドバイザーやティーチングアシスタント等に

よる学習相談体制が整備され、学生への学習支援が適切に行わ

れているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

学生の学習進捗状況については、大学側が管理ツールにおいて随時確認することができ

るシステムとなっている。それによって、学習が遅れている学生については、教員やＴＡ

からメールでアドバイスを行ったり、講義毎に実施される理解度テストの成績を分析し、

学生個々の理解状況を把握してアドバイスをしたりすることができ、通信制であるからこ

※
個
人
情
報
の
た
め
削
除
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そできる対応ができるシステムであると考えている。 

 各科目で TA は１～4 名つけており、学生の指導にあたっている。また、教務課では、学

生に対する学習相談を面談、電話、メール、AC 上などで随時受けている。 

 

 

＜根拠資料＞ 

 上記に添付 

 

2-44 
インターンシップ等を実施する場合、守秘義務に関する仕組み

が規程等で明文化され、かつ、適切な指導が行われているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 各科目ごとにティーチングアシスタントを採用しているが、本大学院とティーチング・ 

アシスタント間で、秘密保持契約を結んでいる。学生との間にも秘密保持契約書を結んで

いる。 

※
個
人
情
報
の
た
め
削
除 
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＜根拠資料＞ 

• 「ティーチング･アシスタント業務委託契約」(資料 2－32) 

• 「秘密保持契約書」(資料 2－33) 

 

【改善のための組織的な研修など】 

2-45 

経営系専門職大学院の授業の内容および方法の改善と教員の資

質向上を図るために、組織的な研修および研究を継続的かつ効

果的に行う体制（FD 体制）が整備され、かつ、適切に実施され

ているか。（「専門職」第 11 条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

本学では開校以来、各講義の成績評価結果の検証等を、教授会において行っている。具体的に

は、講義科目の担当教員から、本学の遠隔教育システムの「AC」上でのディスカッションにおけ

る発言状況や成績評価方法、成績分布状況、講義後の総評と今後の改善点等が報告され、それに

対して他の教員より質問・意見が出され、議論がなされるといったものである。このような取組

みによって、教員は自らの講義を反省的に捉えなおし次回の講義をより良くする方向へ工夫する

というフィードバックが図られる。同時に他の教員についても、報告において自分の教育内容・

方法に参考となるものがある場合は、積極的に自分の授業に取り入れている。さらに、遠隔教育

システムを使って授業をしているので、講義の映像、クラスルームでの発言はすべて記録、蓄積

されている。この遠隔教育のシステムを活用することによって、全ての教授が全ての教授の授業

を互いに閲覧する権利を得、互いのクラス運営や授業内容について改善点、反省点などを議論し

合い、かつ学生のアンケートを報告・共有することで組織的に検証し、教育活動へのフィードバ

ックを行っている。FD 体制は副学長、教員（専攻から選出した教員 2名以上）、教務課長から構

成されている。 

このように授業の内容および方法の改善と教員の資質向上を図るために、組織的に継続的かつ

効果的に行う体制を整備し、実施している。 

 

＜根拠資料＞ 

• FD 体制表(資料 2－19) 

 

2-46 

学生による授業評価が組織的に実施され、その結果が公表され

ているか。また、授業評価の結果を教育の改善につなげる仕組

みが整備されているか。さらに、こうした仕組みが教育の改善

に有効に機能しているか。 

○  
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＜現状の説明＞ 

各科目ごとに科目修了後に学生に対してアンケートを実施している。アンケート結果は

事務局にて集計し、その結果を担当教員に報告している。また、教授会においてもアンケ

ート結果を公表し、教授陣で結果について共有することで授業内容、指導方法についての

良し悪し、学習効果の高い指導方法について組織的に検証し、教育活動へのフィードバッ

クを行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート(2008 年前期 1年次必修)(資料 2－27) 

 

2-47 FD 活動に学生や教職員の意見・要望が反映されているか。  ○

 

＜現状の説明＞ 

 遠隔教育システム「AC」上のクラスルームでの発言は、学生、教職員とも共有できる環

境となっているので学生や教職員の意見・要望は日々吸い上げている。特に学生の意見・

要望については科目修了後に各科目ごとにアンケートを実施し、意見・要望を吸い上げて

いる。以上から各種の意見・要望を集め、事務局で集計し、教授会にて議論し、反映すべ

き事項は反映するようにしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2005 年度春期生アンケート集計結果（2－18） 

 

2-48 

FD 活動や自己点検・評価等が、個々の教員の教育内容、授業運

営方法、教材等に反映されるなど教育内容・方法の改善に有効

に機能しているか。また、反映の状況を把握する措置がとられ

ているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

FD 活動の結果は、教務課長より各教員にフィードバックされる。そのフィードバックを

受け、各教員は自らの講義を反省的に捉え直し次回の講義をより良くすべく検討する。そ

の結果、授業の内容、授業の運営方法、講義資料等の改善に工夫するなど有効なフィード

バックが得られている。また、講義の再収録などを実施し、遠隔教育システム「AC」上で

各教員が閲覧し、教授会で報告することによって反映状況を把握することができるように

なっている。 
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＜根拠資料＞ 

• 2005 年度春期生アンケート集計結果（2－18） 

 

2-49 

学生の修学等の状況や各教員の授業内容、指導方法、さらには

教育研究の質向上のための自主的取組みの実施状況、成果、問

題点等が大学院内、学内、関係者間で適切に情報共有され、そ

れが更なる改善に結び付いているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

 学生の修学等の状況は教務課にて取りまとめ、科目担当教員に報告すると共に教授会で

全科目について修学状況を報告している。本学では、「AC」上で全ての教員および関係者が

全ての教員の授業を互いに閲覧することができるようになっている。教員、ティーチング

アシスタント等がお互いに講義の内容を視聴したり、クラスの指導方法を学ぶことができ

る。このような環境の中で、教員同士お互いに良いところを学びあい、各々が授業内容や

指導方法を工夫している。また、各自が工夫した点を教授会でも情報共有することによっ

て、更なる改善に結び付いている。 

 

＜根拠資料＞ 

• アカウンティング中間レポート（US07）（資料 2－34） 

 

【特色ある取組み】 

2-50 

教育方法について特色ある取組みを行っている場合は、その取

組みの趣旨・内容は、当該経営系専門職大学院固有の使命・目

的および教育目標の達成にとって有効なものとなっているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

21 世紀の経済はめまぐるしい変化を遂げており、答えのない中、とことん考え抜く「問

題解決力」および、「経営の判断力」、「決断力」が必要であると考える。本学では「リア

ルタイムオンラインケーススタディ（RTOCS）」と称するケーススタディに 2 年間取り組

むが、学生自身が実際に経営上問題を抱えている企業、経営戦略によっては飛躍する可能

性のある企業の経営者だったら客観的事実に基づき、その事実を論理的にまとめ、経営上

どのような意思決定をするか、経営の判断力、決断力を養成する。当該ケーススタディに

おいて、2年間で約 100 社のケースを学ぶことによって自分の所属する会社、業界だけでは
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なく、多くの業界、企業について勉強することになり、経営に関する考えの幅と、業界の

常識にこだわらない柔軟な思考力をつけることになる。このように客観的事実の調査能力、

事実となるデータに基づく分析力、幅広く業界及び企業について知識を蓄積していくこと、

方向性を見出す構想力、そして 終的な経営の判断力、決断力の醸成が本学における実践

教育の たるものであると考える。 

また、「ビジネス・エシックス」の教科に力を入れ、自ら考え判断し、自己責任のもとに

行動することのできる職業人・起業家としての倫理を備えた人材を養成している。 

 

＜根拠資料＞ 

• カリキュラム体系図 www.ohmae.ac.jp/mba/curriculum,html 

• 2008 年講義要綱(資料 2－1) 

  

2-51 

取組みの成果について検証する仕組みが整備されているか。ま

た、検証結果を取組みのさらなる改善に結び付ける仕組みが整

備されているか 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

本学の遠隔教育システムの「AC」では、学生の発言を記録できる仕組みとなっているの

で、科目ごとに学生の発言数を定量的に把握したり、発言内容を定性的に評価したりする

ことによって検証している。本学の教育方針としてクラスルームでの議論を重視しており、

クラス内での議論が活発でなくなった場合、その原因を究明し、改善に結び付けるように

している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 発言分布表「経営戦略論」「起業論」（資料 2－21） 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

教育内容や水準の把握、教育活動・教育効果の向上(2－26)(2－27）(2－29)（2－30） 

履修指導等 (2-39)(2-40)(2-43) 

FD 活動(2-45)(2-46)(2-47)(2-48)(2-49) 

（１)全科目ともエアキャンパスで授業を行っており、講義の配信および受講認証(出席確

認)もエアキャンパスで行う。全科目とも講義視聴後、学生は設定されたテーマに沿

って議論を行う。また、学生はオンラインの理解度テストを受けたり、グループプロ

ジェクトなどに取り組んだりし、実践教育を充実させた内容となっている。 
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 半期に一度、全科目の受講に関するアンケートを行い、講義の内容やレベル、学習

量、講義の理解度、ビジネス知識・スキルの向上に役立ったかどうか、教員の指導が

適切であったかどうかを学生からヒヤリングし、教員にフィードバックし、次期開講

の科目運営に役立てている。また、クラスサイズは AC での議論に適切な 50 人前後と

し、教育効果を十分に上げられるよう配慮している。(2－26)（2－27）(2－29)（2－

30） 

(２) 履修指導については、学生は平均年齢 38 歳の社会人であり、学生個々の仕事や生活

状況、学習ペースなどが異なるため、個人個人に合わせた対応(電話、メール、面談

など)ができている。また、入学後にはオリエンテーションを開催し、受講ハンドブ

ックを配布し、授業の方法や内容、計画について指導ができている。質疑応答、議論、

フォローアップなど基本的指導は、AC にて行っており、教員、TA、大学院職員が双方

向性を確保して実施できている。学習指導として、各科目で TAは 1～4名つけており、

学生の指導にあたっている。(2-39)(2-40)(2-43) 

(３) 本学では開校以来、各講義の成績評価結果の検証等を、教授会において行っている。具体

的には、講義科目の担当教員から、本学の遠隔教育システムの「AC」上でのディスカッシ

ョンにおける発言状況や成績評価方法、成績分布状況、講義後の総評と今後の改善点等が

報告され、それに対して他の教員より質問・意見が出され、議論がなされるといったもの

である。このような取組みによって、教員は自らの講義を反省的に捉えなおし次回の講義

をより良くする方向へ工夫するというフィードバックが図られる。同時に他の教員につい

ても、報告において自分の教育内容・方法に参考となるものがある場合は、積極的に自分

の授業に取り入れている。さらに、遠隔教育システムを使って授業をしているので、講義

の映像、クラスルームでの発言はすべて記録、蓄積されている。この遠隔教育のシステム

を活用することによって、全ての教授が全ての教授の授業を互いに閲覧する権利を得、互

いのクラス運営や授業内容について改善点、反省点などを議論し合い、かつ学生のアンケ

ートを報告・共有することで組織的に検証し、教育活動へのフィードバックを行っている。 

このように授業の内容および方法の改善と教員の資質向上を図るために、組織的に継続的

かつ効果的に行う体制を整備し、実施している。(2-45) (2-46)(2-47)(2-48)(2-49) 

 

＜今後の方策＞ 

（１） 客観的事実の調査能力、事実となるデータに基づく分析力、幅広く業界及び企業に

ついて知識を蓄積していくこと、方向性を見出す構想力、そして 終的な経営の判

断力などをつけるべく、今後も適切な教育手法や授業形態を採用し、実践教育を充

実させるよう取り組んでいく。また、その教育効果や水準を把握し向上させていく

ため、アンケート結果や学生からの意見(AC への書き込みやメールなど)に適切な対

応を行っていく。 
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（２） 履修指導については、学生全体に対する学習指導のほかに、個々の学習ペースを配

慮した対応を引き続きしていく。 
（３） 上記で述べたように学生からのアンケート結果をもとに、教員・大学院職員一同、

引き続き講義や科目運営の向上にむけ努力していく。また、遠隔教育システム「AC」上で

の発言は、学生、教職員とも共有できる環境となっており、事務局や教授会で議論検討し、

反映すべき事項は反映していく努力を続けていく。 
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2．教育の内容・方法･成果 

(3) 成果等 
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(3) 成果等 

＜概要＞ 

ビジネス・ブレークスルー大学院では、教育の内容・方法・成果の報告・検証について

は、カリキュラム審議委員会、コンテンツ委員会、教授会という組織体制で、有機的な連

携を図り学校運営を行っている。特に、カリキュラム審議委員会、コンテンツ委員会で起

こった具体的なカリキュラムの改善やコンテンツの開発・更新に関する議論や意見は、教

授会においてかならず報告される体制となっている。教授会ではそうした報告事項を踏ま

え、 先端のマネジメントに関する課題並びにその解決方法を提供していく大学院として、

映像講義に対する意見・要望、さらには研究課題や方法論にまで議論の幅を広げ、カリキ

ュラムの編成、実施をはじめコンテンツの開発、更新等、大学院の教育活動を多角的に捉

え、解決していく方策を採っている。 

学位授与の状況については、卒業要件を満たし、卒業研究の内容が修了者ととして教授

会の審査を通った者に学位を授与しているが、収容定員や在学学生数に応じて学位授与が

適切に行われている。修了後は大学院アルムナイフォーラムを設置し、修了者と事務局双

方が連絡を取り合えるようにしている。また定期的にアンケート等を行い、修了者の状況

把握に努めている。 

 

【学位授与数】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

2-52 
収容定員や在籍学生数に応じて、学位授与が適切に行われてい

るか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

専門職学位は、専攻の標準年限以上在学し、所定の履修方法に従い修了要件単位以上を

修得し、かつ卒業研究（事業計画）に合格した者に対し、教授会の議を経て、授与してい

る。収容定員（2008 年 4 月以降）400 名、在学学生数 322 名（2008 年 5 月現在）に対し、

2008 年 5 月現在の学位授与数 101 名である。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2005 年 4 月入学～2006 年入学者の学位授与状況（資料 2－22） 

 

2-53 

学位の授与状況等を調査・検討する体制は整備されているか。

また、その調査・検討結果の学内や社会への公表が定期的かつ

継続的に実施されているか。 

 ○
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＜現状の説明＞ 

学位の授与状況等は、教授会で調査・検討する体制は整備されている。また、その調査・

検討結果の学内への公表はエアキャンパス等を通じて行い、社会への公表は雑誌、HP 等を

通じて定期的かつ継続的に実施されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 日経キャリアマガジン MBA、会計、MOT パーフェクトブック 2009 年度版（P132）（資料

2－23） 

 

【修了生の進路および活躍状況の把握】 

2-54 
修了者の進路を把握する体制が整備されているか。また、その

学内や社会への公表が、定期的かつ継続的に実施されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

原則入学者は社会人であり、実際、過去 8期の入学生の平均年齢は 36～38 歳であるので

修了後の進路について本学で積極的に指導することはない。 

一方、修了後もエアキャンパス上で大学院アルムナイフォーラムを設置し、修了者と事

務局双方が連絡を取り合えるように配慮している。また修了生全員に定期的にアンケート

等を行い、修了者の状況把握に努め、教員・在校生および入学希望者に HP で公表している。

（2009 年 3 月中旬現在アップ予定）。 

以下は修了生へのアンケート項目の一部である。 

・現在の勤務先・役職 

・本大学院を修了して身に付いたスキルは？ 論理思考、情報収集力、意思決定力などか

ら選択させ、その他の場合は記述  

・修了後、実務上役立ったスキルは？（同上） 

・MBA の取得がキャリアアップにつながるもしくは就職・転職等に役立つと思うかどうか

について 5段階評価 

・在学中もしくは修了後、ご自身の処遇改善や職務内容に変化があったか？昇格、起業、

転職などから選択  

・修了後、継続して勉強したいことは何か？ 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学同窓会規則(資料 2－35) 
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• HP 用修了生アンケート(資料 2－36) 

 

2-55 

修了者の進路先等における評価や活躍状況の把握を行う体制が

整備されているか。また、その学内や社会への公表が、定期的

かつ継続的に実施されているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

本大学院の学生の約 8 割は自費入学している社会人であり、修了者の進路先等における

評価把握は基本的に行っていない。活躍状況については、修了生から事務局への報告なら

びに、大学院アルムナイフォーラムにて把握できる体制となっているため、修了生の活躍

状況は HP（TOP ページの新着情報や修了生の活躍ページ）等を通じて教員・在校生に公表

している。 

一方、約 2 割の法人派遣で受け入れている学生については、事務局員が定期的に人事部

を訪問しているため、ヒヤリング等により、在学中の教育効果ならびに修了後の活躍状況

を把握することができる。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【教育効果の測定】 

2-56 
使命・目的および教育目標に即した教育効果について評価する

仕組みが整備されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院の講義は主に映像コンテンツと AC を利用しているため、他の教員も他の教員の

授業を聴講することが可能である。学生だけではなく他の教員にも聴講されることによっ

ていい意味での緊張感があるということと、いい点、悪い点を自分に取り入れたり、反省

したりすることが容易にできる。これらを、教授会、コンテンツ会議、カリキュラム審議

会でもカリキュラムの改善や教育効果の検証について議論検討できる場を設け、相互牽制

が効く仕組みの中で、カリキュラムの改善、授業方法の改善が行われる。このようなオー

プンな講義環境と相互チェックが可能な仕組みを運営していくことによって教育の質を確

保でき、専任教員として各自が十分な役割・責任を果たすものとなっている。また授業科

目毎に、学生からその教員に対する評価アンケートを実施し、その結果を研究科教授会で

協議し、カリキュラム改善、授業改善に努めている。 
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＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート(2008 年度前期 1年次必修科目)(資料 2－27) 

 

2-57 使命・目的および教育目標に即した修了者を輩出しているか。  ○

 

＜現状の説明＞ 

本大学院では、「卒業研究」（事業計画）を通じて、使命・目的及び教育目標に即した修

了者の輩出を行っている。「卒業研究」では、教授が学生を指導し、教授会での修了者の

終審査を経て、修了生として承認される。具体的には、これまで学生が受講した講義や「AC」

上でのディスカッションを踏まえて自らの関心に沿ったテーマを定め、１年間かけて「事

業計画」を作成するというものである。担当はシラバス上、大前研一教授となっているが

これはあくまで指導主査という位置付けであり、実際は、各学生が定めた事業計画のテー

マに沿って、それに関連する内容を専門とする専任教授を指導副査として行う。このよう

に「卒業研究」（事業計画）は、本大学院の専任教授間において適切に役割分担をし、複数

の指導教員による研究指導体制の下、大学院教員が一体となってきめ細かに学生を指導す

るものであり、大前教授と専任教授、そして学生という三者間の双方向性を十分に確保し

た手厚い研究指導を実施している。卒業研究（事業計画）の指導方法については、「AC」を

用いたグループを組織し、研究内容の探求と視野の拡大に学生同士が切磋琢磨できる学習

環境を作る遠隔教育による指導以外に、合計で 6 回の対面指導を行い、そのうち 4 回は教

授と学生の１対１の個別指導を行った。その他、電話、メール等による指導も随時行って

きている。この対面指導においては、学長を含め、本学の全専任教員が、丁寧で綿密な指

導にあたっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• HP 用修了生アンケート(資料 2－36) 
 

2-58 教育効果を評価する指標や基準の開発に取り組んでいるか。  ○

 

＜現状の説明＞ 

教育効果を評価する指標や基準の開発については、学生アンケートの項目を基に、毎回

の教授会で、学生の発言数、内容評価、成績などを共有し、指標や基準について検討して

いる。学生の全体の成績が芳しくない科目については指導方法も含め改善を行うようにし

ている。例えば、「コーポレート・ファイナンス」の成績が全般的に悪かったときには、演

習問題を増やし、模範解答の解説を加えるなどの改善を図ってきた。 
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＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート(2008 年度前期 1年次必修科目)(資料 2－27) 

 

2-59 
教育効果の評価結果を組織的に教育内容・方法の改善につなげ

る仕組みが整備されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

教育効果の評価結果を組織的に教育内容や方法の改善に繋げる仕組みとして、前述のコ

ンテンツ委員会やカリキュラム審議委員会、教授会での組織体制を敷いている。また、授

業内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究として、全ての教授が全ての教

授の授業を互いに閲覧する権利を得、教授会にて、互いのクラス運営や授業内容について

改善点、反省点などを議論し合い、かつ学生のアンケートを報告・共有することで組織的

に検証し、教育活動へのフィードバックを行っている。また教員研修の一環として、外部

から講師を招き、今後の社会人教育のあり方について講義研修も行った。これまでの状況

から、そうした活動は十分に効果をあげているといえることから、今年度も引き続きこの

体制を中心として組織的な活動を進めていく。 

 

＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート(2008 年度前期 1年次必修科目)(資料 2－27) 

• 教授会規則(資料 1－4) 

• コンテンツ委員会規(資料 2－24) 

• カリキュラム審議委員会規程(資料 2－25) 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

教育成果の測定(2－56)（2－57）(2－58)（2－59） 

 

 本大学院の専任教員は、これまでも株式会社ビジネス・ブレークスルーにおける様々な

マネジメントプログラムの講師として関わっており、特に学生への教育については、本大

学院のミッションでもある教育を通じて日本を変えていこうということに共感をもった教

員ばかりであることから、後進の指導に大きな情熱と責任を持っているといえる。例えば、

「AC」では教員が学生に課題を課し、学生同士の議論が進められるが、教員もその議論に

加わって舵取りをし、活発化させているなど、積極的に本大学院の教育活動に携わってい

る現状である。また、実務家としての本務に時間を費やしてはいるが、その実務を通して

先端の経営に触れており、それを学生に還元する資源となっていることから、常に教育
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指導の糧になっているといえ、教育・研究にかかわる役割及び責任を十分に果たしている

と考える。こうした本大学院の教育研究活動における役割及び責任について、その維持発

展に努めていくための具体的な方策として、カリキュラム審議委員会、コンテンツ会議の

両会議、教授会とをあわせての三者会議により、本大学院の教育研究活動を継続的・安定

的に運営している。 (2－56)（2－57）(2－58)（2－59） 

 

＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート(2008 年度前期 1年次必修科目)(資料 2－27) 

 

【今後の方策】 

今後も引き続き、当大学院の教育目標にそったカリキュラムを維持し教育の方法と成果

を検証すべく、継続的に教授会で審議して行く。 

また、卒業後も同窓生が生涯 先端のマネジメントについて学び続けていかねばならないこと

を自覚させていきたいと考えていることから、世界でリーダーシップを持って活躍し続けられる

よう 先端のマネジメントを学び続けられる場を提供し、生涯に渡って卒業生を支援していく体

制をとる。 

 

＜根拠資料＞ 

• 科目アンケート(2008 年度前期 1年次必修科目)(資料 2－27) 

• 教授会規則(資料 1－4) 
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3．教員組織 
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3. 教員組織 

＜概要＞ 

専門職大学院設置基準第 6 条の「専門職大学院は、その教育上の目的を達成するために

専攻分野に応じ必要な授業科目を開設し、体系的に教育課程を編成するものとする」とす

る教育課程（カリキュラム）編成の趣旨から、本学の専任教員数は認可時の 18 人から現在

29 名に増員した。学生にとっては経営に関してマネジメントの主要分野の基礎科目だけで

なく、応用科目としても多彩な選択ができるようになった。 

教員の募集・任免・昇格については、「ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大

学院）教員選考基準」に則り、本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を目指す大

学院であることに鑑み，人格及び識見ともに優れた者について，その研究業績，教育業績

及び教授能力などを総合的に判断して行っている。 

専任教員の教育研究条件については、専任教員の授業の担当は、年１回開講のカリキュ

ラムとなっている為、教員は教育研究や講義コンテンツの更新収録等に１年間の計画で準

備できるスケジュールとなっている。教員は開講時期に応じて準備を行い、講義関係（講

義用映像の作成、教材の作成、スクーリング）、インターネット上ならびにスクーリング時

の学生指導、試験関係（問題作成、採点、評価）等の教育研究活動にかかわる役割及び責

任が十分に果たされるようになっている。 

 

【専任教員数】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

3-1 
専任教員数に関して、法令上の基準を遵守しているか。（「告示

第 53 号第 1条第 1項」） 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

本研究科の法令上必要教員数は 27 名である。2008 年度における経営管理専攻の専任教

員は 29 名であり法令上の基準を満たしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II 「専任教員個別表」(資料 2-20) 

 

3-2 

専任教員は、1専攻に限り専任教員として取り扱われているか。

（「告示第 53 号」第 1条第 2項。なお、平成 25 年度まで、専門

職大学院設置基準附則 2が適用される。） 

◎  
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＜現状の説明＞ 

 専任教員は全員が 1 専攻に限り専任教員として取り扱われている。 
 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II 「専任教員個別表」(資料 2-20) 

 

3-3 
法令上必要とされる専任教員数の半数以上は原則として教授で

構成されているか。（「告示第 53 号」第 1条第 3項） 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

 根拠資料にもあるように、専任教員 29 名のうち、教授は 24 名であり、半数以上は教授

で構成されている。残り 1名は准教授、2名は講師となっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II 「専任教員個別表」(資料 2-20) 

 

【専任教員としての責任能力】 

3-4 

教員は、以下のいずれかに該当し、かつ、その担当する専門分

野に関し高度の指導能力を備えているか。 

1. 専攻分野について、教育上または研究上の業績を有する者 

2. 専攻分野について、高度の技術・知能を有する者 

3. 専攻分野について、特に優れた知識および経験を有する者 

（「専門職」第 5条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

 専任教員の一人である大前研一は、必修科目の「経営戦略論」「新資本論」「現代の経営

戦略」「イノベーション」および「卒業研究」の科目を担当しているが、経営コンサルタン

トとして豊富な実務経験を有する。 

 また、1年次必修科目である「マーケティング概論」を担当する平久保仲人教授は、マー

ケティング戦略･消費者行動論・E-コマース・イノベーションを専門としており、著書に「マ

ーケティングを哲学として経営に取り入れるということ」（日本実業出版社）、「MBA マーケ

ティング」（日経 BP 社）、「アメリカの広告業界が分かればマーケティングが見えてくる」（日

本実業出版社）などがある。 

本大学院は、経営について実践的な教育指導をすることを趣旨としているので、実際に企

業経営の経験・優れた知識を有している。 
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＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II「専任教員の教育・研究業績」(資料 3－2) 

 

【実務家教員】 

3-5 
専任教員のうち実務家教員数は、当該分野で必要とされる一定

の割合が確保されているか。（「告示第 53 号」第 2条） 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

 本研究科の必要実務家教員数は 9名であるが、専任教員のうち実務家教員数は 27 名であ

り、当該分野で必要とされる一定の割合は確保されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II「専任教員個別表」(資料 2-20) 

 

3-6 
実務家教員は、5 年以上の実務経験を有し、かつ高度の実務能

力を有する教員で構成されているか。（「告示第 53 号」第 2条） 
◎  

 

＜現状の説明＞ 

根拠資料にも記載の通り、27 名が実務家教員であり、5 年以上の実務経験を有する。本

大学院は、経営について教育指導をすることを主としているので、実際に企業経営の経験

のある人を実務家教員としており、専門分野において優れた知識･経験を有している。例え

ば、1年次必修科目である「問題発見思考」担当教授の斎藤氏は、社員教育やクライアント

教育などの分野で経営実務に関する活動を行ってきた。社員教育では、マッキンゼー・ア

ンド・カンパニー時代にコンサルタント兼アナリストグループのディレクターとして、大

学卒、大学院卒の新入社員をコンサルタントとして教育、トレーニングプログラムを作成

するとともに、個人別に育成プログラムを勘案し、新卒からパートナー（役員）クラスの

人材を輩出するのに大いに貢献した。また、クライアント教育では、コンサルティング業

務を通じてクライアントの教育も実施してきた。特に、本質的問題発見とはどういことか

ということをクライアントに理解してもらうことが大切であり、それが成功の大きな要因

になる。クライアントの教育は、現場のリーダーから役員までと幅広く実施してきた。そ

の結果、業績向上、Ｖ字回復した企業は多数あり、高い評価を得ている。 

1 年次必修科目の「組織と経営」担当教授である後氏は、日本を代表する企業の合併にか

かわってきており、組織運営、リーダーシップについて指導的な立場で実務を遂行してき

た。また、実務で培ってきたものを体系的に纏め著書や論文として多数発表してきている。 
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企業内研修・教育として、日立製作所、沖電気、ＮＴＴ、新日本製鐵、島津製作所、シャ

ープ、スズキ、コスモ石油、ロッテ、キッコーマン、ｼﾞｮﾝｿﾝ･ｴﾝﾄ･ﾞｼﾞｮﾝｿﾝ、三菱商事、日

本新薬等多数の実績がある。 

 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II「専任教員個別表」(資料 2-20) 

• 基礎データ II「専任教員の教育・研究業績」(資料 3－2) 

 

【専任教員の分野構成、科目配置】 

3-7 

経営系分野の特性に応じた基本的な科目、実務の基礎・技能を

学ぶ科目、広い視野や周辺領域の知識を涵養する科目、基礎知

識を展開発展させる科目、先端知識を学ぶ科目について専任教

員が適切に配置されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

経営系分野の特性に応じた基本的な科目、実務の基礎・技能を学ぶ科目、広い視野や周

辺領域の知識を涵養する科目、基礎知識を展開発展させる科目、先端知識を学ぶ科目につ

いては。専任教員が適切に配置されている。教員の選考は本学が世界 高水準の経営学教

育、研究の推進を目指す大学院であることに鑑み、人格及び識見ともに優れた者について、

その研究業績、教育業績及び教授能力などを総合的に判断して行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• カリキュラム体系図 

http://www.ohmae.ac.jp/mba/curriculum.html 

• 2008 年度講義要綱(資料 2－1) 

• 科目、教員（専任/非常勤）一覧(資料 3－3) 

 

3-8 

経営系専門職大学院において教育上主要と認められる授業科目

については、原則として、専任の教授または准教授が配置され

ているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

教育上主要と認められる授業科目は本学では必修科目と設定しており、。原則として、専

任の教授または准教授が配置されている。教員の選考は本学が世界 高水準の経営学教育、

研究の推進を目指す大学院であることに鑑み、人格及び識見ともに優れた者について、そ
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の研究業績、教育業績及び教授能力などを総合的に判断して行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• カリキュラム体系図 

http://www.ohmae.ac.jp/mba/curriculum.html 

• 2008 年度講義要綱(資料 2－1) 

• 科目、教員（専任/非常勤）一覧(資料 3－3) 

 

3-9 
経営分野において実践性を重視する科目に実務家教員が配置さ

れているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

経営分野において実践性を重視する科目には実務家教員が配置されている。教員の選考

は本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を目指す大学院であることに鑑み、人格

及び識見ともに優れた者について、その研究業績、教育業績及び教授能力などを総合的に

判断して行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• カリキュラム体系図 

http://www.ohmae.ac.jp/mba/curriculum.html 

• 2008 年度講義要綱(資料 2－1) 

• 科目、教員（専任/非常勤）一覧(資料 3－3) 

 

3-10 

教育上主要と認められる授業科目を兼担・兼任教員が担当する

場合、その教員配置は、適切な基準および手続きによって行わ

れているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

教育上主要と認められる授業科目（本学においては必修科目）を担当している兼担・兼

任教員も専任教員相当の実務経験および教育指導上の経歴を持つ教員が担当している。教

員の選考は本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を目指す大学院であることに鑑

み、人格及び識見ともに優れた者について、その研究業績、教育業績及び教授能力などを

総合的に判断して行っている。 

 

＜根拠資料＞ 
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• カリキュラム体系図 

http://www.ohmae.ac.jp/mba/curriculum.html 

• 2008 年度講義要綱(資料 2－1) 

• 科目、教員（専任/非常勤）一覧(資料 3－3) 

 

【教員の構成】 

3-11 
専任教員は、職業経歴、国際経験、年齢や性別のバランス等を

考慮して適切に構成されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

特に経営における実務経験を持った人材（第一線の実務家・経営者）を配置し、事業経

営者としての視点、意思決定力を学べるように配置している。教員の選考は本学が世界

高水準の経営学教育、研究の推進を目指す大学院であることに鑑み、人格及び識見ともに

優れた者について、その研究業績、教育業績及び教授能力などを総合的に判断して行って

いる。 

 

＜根拠資料＞ 

• 基礎データ II「専任教員の教育・研究業績一覧」(3－2) 

 

【教員の募集・任免・昇格】 

3-12 

教授、准教授、客員教授、任期つき教授、講師、助教等の教員

組織編制のための基本的方針を有しており、それに基づいた教

員組織編制がなされているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

本学では、「ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準」に則

り、教員の任期及び教員組織編制の基本方針を有し、それに基づいた教員組織編制を教授

会で討議・承認している。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準(資料 3－1) 

 

3-13 

教員の募集・任免・昇格について、適切な内容の基準、手続に

関する規程が定められ、運用されているか。特に、教育上の指

導能力の評価が行われているか。 

○  
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＜現状の説明＞ 

本学では、教員の募集・任免・昇格について、「ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専

門職大学院）教員選考基準」に則り、行っている。教育上の指導能力の評価については、

各分野の複数の教員の推薦と個人調書の審査を行い、教授会で教員の募集・任免・昇格の

討議・承認をしている。教員の選考は，本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を

目指す大学院であることに鑑み，人格及び識見ともに優れた者について，その研究業績，

教育業績及び教授能力などを総合的に判断して行っている。認可時以来、専任教員が 18 人

から 29 人に増員した。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準(資料 3－1) 

 

3-14 

教員の募集・任免・昇格は、その規程に則って、教授会等の経

営系専門職大学院固有の教員組織の責任において適切に行われ

ているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

教員の募集・任免・昇格について、上述の通り、「ビジネス・ブレークスルー大学院大学

（専門職大学院）教員選考基準」に則り、教授会等で決定される本学固有の教員組織の責

任において適切に行われている。 

本学では、ジェイレックイン（http://jrecin.jst.go.jp/）という研究者・教育者の人

材データベースで募集を行い、第一次書類審査、第二次面接審査を経て、第三次教授面接

及び教授会承認を経て採用が行われる。教員の任免及び昇格については教授会で決議され

る。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準(資料 3－1) 

 

3-15 

任期制の適用や特定分野について高度の知見を有する内外の専

門家の処遇など、教育研究の必要性に応じた配慮が可能な制度

となっているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

特定分野の専門家の処遇については、教員の推薦や公募制により国内外を問わず広く人
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材を求め、本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を目指す大学院であることに鑑

み，人格及び識見ともに優れた者であり、その研究業績，教育業績及び教授能力などを総

合的に判断して任免し、処遇についても他の教員と同じものとして処遇している。任期に

ついては、１年毎に見直しをしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準(資料 3－1) 

 

3-16 
専任教員の後継者の養成または補充について適切に配慮してい

るか。 
 ○

 

＜現状の説明＞   

専任教員の後継者の養成や補充については、随時行っており、ＴＡ（ティーチング・ア

シスタンス経験を通じて人材養成を行っている。実際に、本学の卒業生でＴＡ経験を積み

選任教員となっているものもいる。また、本学を卒業し、ＴＡの経験を積み、講師、准教

授、教授へと昇格していくキャリアパスを計画している。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準(資料 3－1) 

 

【教員の教育研究条件】 

3-17 
専任教員の授業担当時間は、教育の準備および研究に配慮した

ものとなっているか。 
○  

 

＜現状の説明＞  

専任教員の授業の担当は、年 1 回開講のカリキュラムとなっている為、教員は教育や講

義コンテンツの更新収録等に 1 年間の計画で準備できるスケジュールとなっている。教員

は開講時期に応じて準備を行い、講義関係（講義用映像の作成、教材の作成、スクーリン

グ）、インターネット上ならびにスクーリング時の学生指導、試験関係（問題作成、採点、

評価）等の教育活動にかかわる役割及び責任が十分に果たされるようになっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2008 年度後期開講科目スケジュール表(資料 2－10) 

 

3-18 専任教員に対する個人研究費が適切に配分されているか。 ○  
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＜現状の説明＞  

専任教員に対する研究費は、研究図書の購入や試験問題作成の為のケーススタディやイン

タビュー費用などの個人研究費は、必要な費用を社内電子稟議にて申請し、申請内容に応

じて支給している。また、国内外の経済情勢のリサーチ実施や報告書の作成、企業訪問報

告などの研究成果は共同研究として教員間で共有・報告されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 社内電子稟議システム(資料 3－4) 

 

3-19 
研究専念期間制度（サバティカル・リーブ）等、教員の研究活

動に必要な機会が保証されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

教員契約は１年おきに見直され、教員が研究専念期間制度（サバティカル・リーブ）な

ど研究活動に必要な機会を望む場合は、大学院全体の授業に支障がない限り、教授会で承

認を経た後、認められる。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則（資料 1－4） 

 

【教育研究活動等の評価】 

3-20 
専任教員の教育活動について、適切に評価する仕組みが整備さ

れているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

本大学院の講義は主に映像コンテンツと AC を利用しているため、他の教員も他の教員の

授業を聴講することが可能である。学生だけではなく他の教員にも聴講されることによっ

ていい意味での緊張感あるということと、いい点、悪い点を自分に取り入れたり、反省し

たりすることが容易にできる。これらを、教授会、コンテンツ会議、カリキュラム審議会

でもカリキュラムの改善や教育効果の検証について議論検討できる場を設け、相互牽制が

効く仕組みの中で、カリキュラムの改善、授業方法の改善が行われる。このようなオープ

ンな講義環境と相互チェックが可能な仕組みを運営していくことによって教育の質を確保

でき、専任教員として各自が十分な役割・責任を果たすものとなっている。また授業科目

毎に、学生から教員に対する評価アンケートを実施し、その結果を研究科教授会で協議し、
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カリキュラム改善、授業改善に努め、同時に教員を評価する仕組みとしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則（資料 1－4） 

• コンテンツ委員会規（資料 2－24） 

• カリキュラム審議委員会規程（資料 2-25） 

 

3-21 
専任教員の研究活動について、適切に評価する仕組みが整備さ

れているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

教員の研究活動を評価する仕組みとして、コンテンツ委員会やカリキュラム審議委員会、

教授会で報告・討議を行う組織体制を敷いている。コンテンツ委員会はより大学院のカリ

キュラム改善にフォーカスし、カリキュラム審議委員会は、主に経営者である第三者の立

場からの意見の反映と新しいテーマについての研究に関することを審議している。両会議

で得られた審議結果については研究科教授会で協議し、反映している。 

また、研究活動の学生や社会への報告については、本大学院のホームページ

（http://www.ohmae.ac.jp/）をはじめとし、弊社からのプレスリリースや、マスコミの取

材、書籍の出版など積極的に本大学院の教育研究活動の情報を広く公開している。今後も

引き続き教員の研究活動について広くアピールし、主体的かつ積極的な情報提供に努めて

いる。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則（資料 1－4） 

• コンテンツ委員会規（資料 2－24） 

• カリキュラム審議委員会規程（資料 2-25） 

 

3-22 
専任教員の経営系専門職大学院の運営への貢献について、適切

に評価する仕組みが整備されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

専任教員の大学院の運営への貢献は、教授会で報告され評価される仕組みとなっている。

講義関係（講義用映像の作成、教材の作成、スクーリング）、インターネット上ならびにス

クーリング時の学生指導、試験関係（問題作成、採点、評価）、卒業研究指導、カリキュラ

ム審議委員会、コンテンツ委員会、教授会、入学式、卒業式への参加を通じて貢献が報告
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される。実際のところ、講義のみならず、学生との「AC」上でのディスカッションに積極

的に参加し、アドバイスをするなど学生の教育に熱心に取り組んでおり、専任教員として

管理運営にも積極的に関わっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則（資料 1－4） 

• コンテンツ委員会規（資料 2－24） 

• カリキュラム審議委員会規程（資料 2-25） 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

教員の募集・任免・昇格(3－12)（3－13）(3－14)（3－15）(3－16) 

専任教員の教育研究条件(3－17)（3－18）(3－19) 

教育研究活動等の評価(3－20)（3－21）(3－22) 

 「教員の募集・任免・昇格」については、「ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門

職大学院）教員選考基準」に則り、本学が世界 高水準の経営学教育、研究の推進を目指

す大学院であることに鑑み，人格及び識見ともに優れた者について，その研究業績，教育

業績及び教授能力などを総合的に判断して行っている。(3－12)（3－13）(3－14)（3－15）

(3－16) 

「専任教員の教育研究条件」については、本来ならば費用のかかる第一次情報（資料収

集、フィールドリサーチ等）を、実務を通して行っていることから、研究費の額により自

らの研究に支障がおこることは少なく、また、本大学院のカリキュラム審議委員会やコン

テンツ会議などで各界の有識者との意見交換や研究機会を通じて他大学の先生方や実業界

とのネットワークを作る仕掛けがあり、学問研究と産業が融合する場、つまり、そこで理

論と実務を架橋することを担っており、実務家教員と研究業績を有する大学教員とが、互

いにメリットを享受しているといえる。(3－17)（3－18）(3－19) 

「教育研究活動等の評価」については、専任教員の授業は年 1度の開講となっている為、1

年を通じて講義の準備ができることで、教育研究活動を継続的・安定的に担保することが

できている。(3－20)（3－21）(3－22) 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則（資料 1－4） 

• コンテンツ委員会規（資料 2－24） 

• カリキュラム審議委員会規程（資料 2-25） 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）教員選考基準（資料 3-1） 
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【今後の方策】 

学生の人数と専任教員の相対人数比については問題ない数の専任教員が指導に当たって

いると認識しているが、今後のカリキュラムの更なる拡充を踏まえ、専任教員数の増加と

専任教員の後継者の養成に力を入れていく予定である。 

 

＜根拠資料＞ 

• 特になし 
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点検・評価報告書 
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4. 学生の受け入れ 

＜概要＞ 

学生の受け入れに関し、本大学院パンフレットやホームページの募集要項において、募

集人数、出願資格、出願手続き、および学費について明文化し、入学志願者や社会に公表

している。また、説明会の実施や資料請求者への資料送付、電話やメールでの問い合わせ

対応、個別カウンセリングなどにより、入学志願者や社会への情報提供をしている。 

入学者選抜については、出願資格を有する者に対し、募集要項に明記された選考過程を

経て審査される。出願期間、受付締切り日、試験日、合格発表日なども募集要項に明文化

されており、それに沿って入学選抜が行われる。第一次選考の書類審査においてエッセイ

を提出するが、志望動機や将来の目標などを記述させることで、また、第二次選考におい

て面談をすることで、本大学院の目的に合った人物の選抜を図っている。 

定員管理において、平成 17 年度から平成 19 年度まで、入学者数が入学定員を上回るこ

とがあったが、平成 20 年度から入学定員を増加することによって、入学者数との関係の適

正化を図っている。 

 

【学生の受け入れ方針等】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

4-1 

専門職学位課程制度の目的に合致し、かつ、当該経営系専門職

大学院の使命・目的および教育目標に即した学生の受け入れ方

針、選抜方法および選抜手続が設定され、それが事前に入学志

願者をはじめ広く社会に公表されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院パンフレットやホームページにおいて、募集要項として募集人数、出願資格、

出願手続き（出願書類、選考方法、出願方法）、学費などに関し明文化している（下記ファ

イル参照）。入学志願者から学費、出願期間、プログラム内容についてのお問い合わせに、

電話やメールで対応すると共に、本大学院についてより理解を深めてもらうため、説明会

のご案内も行う。また、入学志願者からの資料請求なども随時あるが、学生募集要項や当

大学院のパンフレットなどを同封し、郵送している。 

本大学院経営管理専攻の説明会は、本大学院ホームページに掲載されているが、年 10 回

ほど実施している。説明会では、プログラム内容のご紹介、在校生を招いてのプレゼンテ

ーションや質疑応答などを行う。説明会終了時には、参加者にアンケートを記入してもら

い、懸念点などへの回答とともにフォローメールを出している。また、個別カウンセリン

グなども、希望者に対して行っている。 
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点検・評価報告書 
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以上のように、本大学院の学生受け入れ方針などに関して、入学志願者をはじめ広く社

会に公表している。 

 

 

＜根拠資料＞ 

• 「募集要項」（ビジネス・ブレークスルー大学院大学パンフレット P.14）(資料 1－1) 

• 「本科生募集要項」http://www.ohmae.ac.jp/admissions/detail.html 
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• 学生募集要項(資料 4－1) 
• 経営管理専攻説明会資料(資料 4－2) 

 

4-2 

入学者選抜にあたっては、受け入れ方針・選抜基準・選抜方法

に適った学生を的確かつ客観的な評価によって受け入れている

か。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

 募集要項に明記の出願資格を満たしている志願者は、入学願書をオンラインにて提出し

た後、第一次選考出願書類としてエッセイをそれぞれ 800 字から 1000 字程度（卒業研究/

事業計画のテーマ、志望動機、キャリアゴール）、推薦状 2 枚、成績証明書、卒業証明書、

写真 2 枚を提出する。推薦状は大学院所定の評価項目（協調性、コミュニケーションスキ

ル、モチベーション、独立性、リーダーシップ、知力、創造力）について７段階で評価し

てもらうと共に、志願者の長所・短所や総体評価を記載してもらう。これらの出願書類を

もとに第一次審査行う。 

 第一次選考合格者には、第二次選考として口頭試問を行う。面接では「面接評価シート」

に基づき、①志望動機について、②当プログラムにて取得したいこと、③当プログラムに

対しどのような貢献ができるか、などに関して質疑応答をする。また、④その他として、

貢献度、協調性、コミュニケーションスキル、モチベーションの項目において 5 段階評価

を行う。以上の質問への回答と項目評価を総合的判断し、A, B, C, F の評価をつける。 

 

＜根拠資料＞ 

• 面接評価シート(資料 4－3) 

• 推薦状フォーマット（資料 4－4） 

 

4-3 

学生募集方法および入学者選抜方法は、当該経営系専門職大学

院の入学資格を有するすべての志願者に対して、入学者選抜を

受ける公正な機会を等しく確保したものとなっているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

学生募集に関しては、上記のように（4－1）、本大学院ホームページや説明会、資料請求

などを通じ公表している。説明会申込者で参加できなかったものに対しては、次回の説明

会日程のご案内をメールにて行っている。 

本大学院の入試日程として春期と秋期の入学があり、各期に学生募集を 4回に分けて行う。

出願期間、受付締切り、試験日、合格発表日などは、学生募集要項に明記されている。 

 
※合否判定に関わる内容のため削除 

 
※合否に関わる情報のため削除 
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募集要項に明記の出願資格を満たしている志願者は、入学願書をオンラインにて提出し

た後、第一次選考出願書類としてエッセイ（卒業研究/事業計画のテーマ、志望動機、キャ

リアゴール）、推薦状 2枚、成績証明書、卒業証明書、写真 2枚を提出する。第一次選考合

格者は、第二次選考にて口頭試問を行う。面接では「面接評価シート」に基づき、審査さ

れる。入学基準を満たし、出願書類を提出したものに対しては、公正な機会を等しく確保

し入学選抜を行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「募集要項」（ビジネス・ブレークスルー大学院大学パンフレット p.14）(資料 1－1) 

• 「本科生募集要項」（http://www.ohmae.ac.jp/admissions/detail.html） 

• 学生募集要項(資料 4－1) 

• 面接評価シート(資料 4－3) 

 

4-4 入学希望者に対して、説明会や開放講座等を実施しているか。  ○

 

＜現状の説明＞ 

 上記(4-1)にもあるように、経営管理専攻の場合、年間 10 回の説明会を実施している。説

明会では、プログラム内容のご紹介、在校生を招いてのプレゼンテーションや質疑応答な

どを行う。説明会終了時には、参加者にアンケートを記入してもらい、懸念点などへの回

答とともにフォローメールを出している。また、個別カウンセリングなども、希望者に対

して行っている。 
また、講義サンプルとして、1年次の必修科目より「問題発見思考」「組織行動論」「アカ

ウンティング」「ビジネス・エシックス」「起業論」「組織と経営」「技術戦略論」、2 年次の

必修科目より「問題解決思考」「イノベーション」「コーポレート・ファイナンス」の講義

サンプルを本大学院ホームページ上で開放している。更に、公開講座も少なくとも年に１

回は開催している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「講義サンプル」（http://www.ohmae.ac.jp/sample/index.html） 

 

【実施体制】 

4-5 

入学者受け入れの方針に沿った学生の受け入れ方法が採用さ

れ、実際の入学者選抜が、責任ある実施体制の下で、適切かつ

公正に実施されているか。 

○  
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点検・評価報告書 
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＜現状の説明＞ 

 第 1 次選考、第 2 次選考ともに、教員部門と事務局部門が協力して入学試験の選考にあ

たっている。教員部門の責任者として副学長、事務局部門の責任者として事務局長が担当

している。入学生の合否の 終判断は、教授会で諮っている。第 1 次選考では、年度によ

ってテーマは異なることがあるが、現在考えている事業計画、本学の志望動機、将来の目

標の 3 つのテーマについてエッセイを提出してもらい、その 3 つのエッセイと 2 名からの

推薦状を審査する。第 1 次選考を合格したものが第 2 次選考に進み、口頭試問の試験を行

っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 面接評価シート(資料 4－3) 

• 推薦状フォーマット（資料 4－4） 

• 「本科生募集要項」（http://www.ohmae.ac.jp/admissions/detail.html） 

 

【多様な入学者選抜】 

4-6 
複数の入学者選抜方法を採用している場合、各々の選抜方法の

位置付けおよび関係は適切であるか。 
 ○

 

 複数の入学者選抜方法を採用しているわけではないが、一般応募とは別に法人推薦枠を

設けている。2008 年 5 月 1 日時点で、企業等から派遣されて在籍している学生は全 322 人

中 43 人である。  

第一次選考として書類審査、第二次選考として口頭試問を行っている。第一次選考の出

願書類のひとつとして、志望動機や将来の目標についてのエッセイを提出させているが、

ここでの項目は、第二次選考の口頭試問での質問：志望動機や当プログラムで取得したい

ことと関連している。また、推薦状での評価項目：協調性、コミュニケーションスキル、

モチベーション、独立性、リーダーシップ、知力、創造力については、面接での評価項目：

貢献度、協調性、コミュニケーションスキル、モチベーションに関連し、総合的な判断が

できるよう配慮されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 法人派遣在籍者表(資料 4－5) 

 

【身体に障がいのある者への配慮】 

4-7 
身体に障がいのある者が入学試験を受験するための仕組みや体

制等が整備されているか。 
 ○
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＜現状の説明＞ 

 PC 上で遠隔教育システムの AC を使用できれば、試験会場は車椅子でも移動可能の場所に

設置しており、身体に障害があっても受講できるので、入学試験時は、試験会場に来れれ

ば問題ないようにしている。会場までの移動が困難な場合は電話インタビューを行うなど

柔軟に対応する。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビルの図面（秋葉原校舎）(資料 4－6) 

• ビルの図面１（六番町校舎）(資料 4－7) 

• ビルの図面 2（六番町校舎）（資料 4－8) 

 

【定員管理】 

4-8 

経営系専門職大学院の教育にふさわしい環境を継続的に確保す

るために、入学定員に対する入学者数および学生収容定員に対

する在籍学生数は適正に管理されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

平成 17 年度、平成 18 年度、平成 19 年度の入学定員はそれぞれ 82 人となっていたが、

入学者数がそれぞれ 104 人、127 人、123 人であったが、平成 20 年度４月から入学定員を

200人に増加することによって、その年度の入学者数95人となり適正な状態となっている。 

収容定員は 400 人で、平成 20 年 5 月 1日現在の在籍学生総数は 322 人となり、適正に管理

されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス･ブレークスルー大学院大学学則第 5条」(受講ハンドブック P.49) (資料 1

－2) 

 

4-9 

実入学者数が、入学定員を大幅に超える、または大幅に下回る

状況になっている場合、これを改善するための取組みが行われ

るなど、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られてい

るか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

 平成 17 年度、平成 18 年度、平成 19 年度の入学定員はそれぞれ 82 人となっていたが、
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入学者数がそれぞれ 104 人、127 人、123 人であったが、平成 20 年度４月から入学定員を

200人に増加することによって、その年度の入学者数95人となり適正な状態となっている。 

収容定員は 400 人で、平成 20 年 5 月 1日現在の在籍学生総数は 322 人となり、適正に管

理されている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「ビジネス･ブレークスルー大学院大学学則第 5条」(受講ハンドブック P.49) (資料 1

－2) 

 

【入学者選抜方法の検証】 

4-10 

学生の受け入れ方針・選抜基準・選抜方法等の学生受け入れの

あり方について、継続的に検証する組織体制・仕組みが確立さ

れているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

 募集広告の段階から、本学では実践的な経営を学びたい人に対象を絞っている。入学審

査の選抜基準、選抜方法は、卒業生が出る都度（年に 4 月と 10 月の 2 回）、その卒業生の

入学年度のものと照らし合わせ、事務局、教務課にて検証している。入学後の学生につい

て、本大学院の目的にあった学生か、入学後 3 ヶ月～6 ヶ月後に教授会にて審議している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 教授会規則（資料１－４） 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

 学生の受け入れ方針(4－1)、(4－2)、(4－3)、定員管理(4－8)、(4－9) 

入学者選抜方法の検証(4－10) 

（１） 学生募集方法や入学者選抜方法について、ホームページ、説明会、本大学院パンフ

レットなどで、入学志望者や社会に告知されている。また、SEO（サーチエンジン

適化）の機能を利用し、サーチエンジンの検索結果ページの表示順を上位にする工

夫も行い、情報の提供がうまくいっている。入学者選抜に関しては、第一次の書類

選考では、推薦状やエッセイなどを提出させ、また、第二次選考の面談では「面接

評価シート」を使用し、多角的な側面から入学志願者を評価し、本大学院の目標に

合った学生の選抜ができている。(視点 4－1、4－2、4－3) 
（２） 平成 17 年度、平成 18 年度、平成 19 年度の入学定員はそれぞれ 82 人となっていた
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が、入学者数がそれぞれ 104 人、127 人、123 人であったが、平成 20 年度４月から

入学定員を 200 人に増加することによって、その年度の入学者数 95 人となり適正な

状態となっている。また、収容定員は 400 人で、平成 20 年 5 月 1日現在の在籍学生

総数は 322 人となり、適正な状態を保っている。(4－8)、(4－9) 

（３） 入学審査の選抜基準、選抜方法は、卒業生が出る都度（年に４月と１０月の２回）、

その卒業生の入学年度のものと照らし合わせ、事務局、教務課にて検証している。

入学後の学生について、本大学院の目的にあった学生か、入学後３ヶ月～６ヶ月後

に教授会にて審議している。(4－10) 

 

＜今後の方策＞ 

（１） 学生募集や入学選抜方法などについては、上記に加え新たな媒体を利用し、より広

く社会に情報を提供していくことも必要である。 

（２） 学生定員管理については、上記のように適正に管理していく。 

（３） 学生受け入れのあり方について、現状事務局、教務課で検証しているが、継続的に

検証する組織体制・仕組みを確立し、入学審査がより適切に行われるよう努力して

いく必要がある。 
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5. 学生生活 

＜概要＞ 

学生生活に関する相談窓口はエアキャンパス上では各入学期ごとにキャンパスサポート

を設置し、学生から投稿されたエアキャンパス利用上のシステムトラブル他、履修上の相

談などに迅速に対応をしている。そのほか、学生個人からの履修に関する事務局への相談

メールおよび訪問による個別カウンセリングにも随時対応している。また各種ハラスメン

トに関しては、事務局がメールまたは個別カウンセリングによる相談窓口となり、訴えに

対し適宜対応をとる体制が整っている。遠隔教育のため全学生の個別状況を把握するのは

難しいが、エアキャンパス上に設けられた「サロン」に投稿された近況報告を閲覧し、気

になる学生に対してはスクーリング等で来校した際にヒヤリングを行い、できるだけ学生

一人一人の心身の業務量と学業の負担のバランスを理解し、健康状態等状況把握に努めて

いる。また、事務局宛に履修相談等ある際にも、体調管理に十分配慮し、無理のない履修

スケジュールを組めるよう適切にアドバイスを行っている。 

また、障害のある者、留学生、社会人等へは講義受講に支障がでないようエアキャンパ

スを用いた適切な配慮も行っている。キャンパスサポートは全教職員が閲覧できるととも

に、事務局あてのメールは事務局スタッフ全員が閲覧しており、事務局内で行う定期ミー

ティングの際に、学生支援に関する課題に関して状況の報告および問題点の改善に努めて

いる。 

 

【支援・指導体制の確立】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

5-1 学生生活に関する支援・指導体制が確立しているか。 ○  

 

＜現状の説明＞ 

学生生活に関する相談窓口はエアキャンパス上では各入学期ごとにキャンパスサポート

を設置し、学生から投稿されたエアキャンパス利用上のシステムトラブル他、履修上の相

談などに迅速に対応をしている。そのほか、学生個人からの履修に関する事務局への相談

メールおよび訪問による個別カウンセリングにも随時対応している。 

また、学生に対し周知徹底しなければならないお知らせについては、エアキャンパス上

の「大学院からのお知らせ」フォーラムに掲示し、学生全員が情報共有し、学生生活に支

障が出ないよう配慮している。 

 

＜根拠資料＞ 

• エアキャンパス大学院からのお知らせ（US08）教科書の案内（資料 5－2） 
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【学生の心身の健康の保持】 

5-2 
学生の心身の健康を保持・増進するための適切な相談・支援体

制が整備されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 本学の学生は平均年齢約 37 歳の中間管理職層が多く在籍しているが、厳しい経済環境の

中、学生は企業の経営状況の悪化等の影響を受け、業務量の増加やリストラ等心身へのス

トレスを抱えながら、睡眠時間を削って講義に参加しているケースが多々見られる。遠隔

教育のため全学生の個別状況を把握するのは難しいが、エアキャンパス上に設けられた「サ

ロン」に投稿された近況報告を閲覧し、気になる学生に対してはスクーリング等で来校し

た際にヒヤリングを行い、できるだけ学生一人一人の心身の業務量と学業の負担のバラン

スを理解し、健康状態等状況把握に努めている。また、事務局宛に履修相談等ある際にも、

体調管理に十分配慮し、無理のない履修スケジュールを組めるよう適切にアドバイスを行

っている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 受講ハンドブック（UF08） P46 お問合せ先（資料 1－2） 

 

【各種ハラスメントへの対応】 

5-3 
各種ハラスメントに関する規定および相談体制が適切に整備さ

れ、それが学生に周知されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

学内で「システム利用倫理規則」を定め、システム上での第三者の誹謗中傷、プライバ

シーの保護等禁止事項を定めている。また各種ハラスメントに関しては、事務局がメール

または個別カウンセリングによる相談窓口となり、訴えに対し適宜対応をとる体制が整っ

ている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「システム利用倫理規則」(資料 5－1) 

 

【学生への経済的支援】 

5-4 
奨学金その他学生への経済的支援についての適切な相談・支援

体制が整備されているか。 
○  
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＜現状の説明＞ 

経済支援については、相談のある学生に対し、事務局で日本学生支援機構の奨学金制度

を紹介している。日本学生支援機構の収入基準額を超える学生に対しては国民生活金融公

庫の教育ローンおよび民間金融機関の教育ローンを紹介し、学生の経済的支援に努めてい

る。その他、厚生労働省の「教育訓練給付金」指定講座の指定を受け、修了した学生の学

費負軽減に寄与している。 

また、学生から業務量の増加や家庭の事情により、履修継続が難しい旨相談を受けた場合

は、できるだけ再履修費等の学生の費用負担を抑えられるよう適切にアドバイスを行って

いる。 

 

＜根拠資料＞ 

• 大学院 HP「学費について」 http://www.ohmae.ac.jp/admissions/fees.html 

 

【キャリア教育の開発と推進】 

5-5 
学生の課程修了後を見越したキャリア教育開発とともに適切な

助言・指導の体制が整備されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 
 修了後もエアキャンパスの継続利用ができるよう配慮をしている。修了生は同窓会を中

心にエアキャンパス上で「リアルタイムオンラインケースタディ」を継続しており、課題

の提供など事務局がバックアップしている。また、有料（年会費制）ではあるが、在学中

の履修コンテンツを再視聴できるほか、修了後も毎週日曜日の学長講義を継続学習できる

ようアルムナイプログラムを提供している。そのほか、「大学院アルムナイ生涯学習シリー

ズ」と称し、在学中に履修できなかった科目や、修了後に新規に開講した科目を「聴講生」、

「視聴生」として受講できる仕組みを構築している。修了後も同窓生が生涯 先端のマネ

ジメントについて学び続けていかねばならないことを自覚させ、世界でリーダーシップを

持って活躍し続けられるよう 先端のマネジメントを学び続けられる場を提供し、生涯に

渡って修了生を支援していく体制をとることによって、本学の使命・目的及び教育目標を

実現していけるように点検・評価の範囲を広げていきたいと考えている。 

 

＜根拠資料＞ 

• エアキャンパス 大学院大学アルムナイ生涯学習シリーズ開講案内（資料 5－3） 

 

【進路についての相談体制】 
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5-6 
学生の進路選択に関わる相談・支援体制が適切に整備されてい

るか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 原則入学者は社会人であり、実際、過去８期の入学生の平均年齢は３６～３８歳である

ので修了後の進路について本学で積極的に指導することはない。ただし、進路選択に関す

る相談あれば、事務局へのメールの相談および対面による個別カウンセリングにて随時対

応している。 

また、修了後、「卒業研究」で取り組んだ事業計画を元に起業をする学生がいる場合は、

株式会社ビジネス・ブレークスルーで行っている「スタートアップ起業家支援プロジェク

ト」への推薦を行う場合もある。 

 

■「スタートアップ起業家支援プロジェクト」の概要 

当社の教育プログラムで学んだ成果を活かして、ニュービジネスにチャレンジする起業家

に対し、事業創出を後押しするための出資を行う、スタートアップ起業家支援プロジェク

ト「背中をポンと押すファンド（以下、SPOF）」。第 1 回出資プロジェクトは本大学院修了

生が起業したリビングスタイル社に決定した。 

＜株式会社リビングスタイルの概要＞ 

所在地： 東京都目黒区自由が丘 2-16-9 J-alley 

代表取締役： 井上 俊宏（2007 年 3 月修了生） 

事業内容： 住宅等の間取り・配置シミュレータサイトの企画・運営 

住宅等の間取り・配置シミュレータの開発 

家具等インテリアに関するデータベースの運営 

住宅・インテリア等に関するインターネットを利用した情報提供 

U R L：http://www.livingstyle.co.jp/ 

 

＜根拠資料＞ 

・本プログラム紹介ページ（現在募集期でないためクローズ） 

・BBT IR 情報ページ http://bbt.on.arena.ne.jp/html/pdf/iro20080701.pdf 

 

【身体に障がいのある者への配慮】 

5-7 
身体に障がいのある者を受け入れるための適切な支援体制が整

備されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

※個人情報のため削除 
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 講義はすべて遠隔教育システム・エアキャンパスで完結するため、通学の必要がなく、

視聴覚障がいでなければ本大学院への入学および在学は可能である。障がいのため、やむ

をえず式典・スクーリングに参加できない者へは後日ブロードバンドで映像配信し、視聴

できるように配慮している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 大学院からのお知らせ（UF08）フォーラムアナウンスメント(資料 2－3) 

 

【留学生、社会人への配慮】 

5-8 
留学生、社会人学生等を受け入れるための適切な支援体制が整

備されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

□留学生への配慮 

本学の経営管理専攻は日本語による講義となるため、日本語の読み書きに支障がなけれ

ば留学生についても入学を認めている。国によっては通信事情が芳しくない場合もあるが、

グローバルアクセスサービス等を取り入れ、海外からの受講困難の緩和につとめている。

また、日本語の理解力不足によるトラブルや学習意欲の低下につながらないよう、留学生

については事務局から定期的にフォローを行っている。なお、2008 年 12 月現在の留学生数

は在学生 3名（中国籍）、修了生は 1名（中国籍）である。 

■グローバルアクセスの概要 

従来、本大学院の講義は日本にあるサーバから配信していたが、世界 65 か国、1,100 の

ネットワークにある 14,000 台以上のサーバからなる世界 大規模のコンテンツ配信ネット

ワークを持つコンテンツ配信専業企業であるアカマイテクノロジーズ社のネットワークを

利用し、希望者には在住地域に も近い場所にある中継サーバ（キャッシュサーバ）から

講義が配信されるよう設定する。このサービスの導入により、講義映像が視聴中に途切れ

てしまう、講義の視聴時間が国内在住者に比べ倍以上かかるといった受講困難を緩和する

ことができた。 

また、アカマイテクノロジーズ社のサービスを利用しても視聴環境が改善されなかった

上海については、学生数も多いことから、上海に株式会社ビジネス・ブレークスルーのサ

ーバを設置し、直接配信を行っている。 

 

□社会人への配慮 

本学は社会人を対象とした大学院であるため、社会人支援体制はかなり整備されている。

各科目ともエアキャンパス上でビデオオンデマンドで講義を視聴するが、基本的に講義視
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聴開始日以降 終試験日まで講義の受講認証（出席確認）が可能となっているため、忙し

い社会人が各自の都合の良い時間帯に応じて講義を視聴することができる。なお、在学期

間中は在学中の全履修講義を視聴できるため、必要に応じて復習をすることも可能である。

またエアキャンパスは 24 時間オープンキャンパスであり、複数 PC にインストールした場

合は相互の情報を同期することが可能であるため、学生は全世界いたるところで在宅時間

や業務の休憩時間、出張の合間など細切れの時間を利用して履修することが可能である。

配信講義を自身の PC やモバイル機器にダウンロードして持ち歩くことも可能なので、通勤

途中や出張の異動時間などを有効に利用することもできる。またオンラインで行われる

終試験の多くは、土日を 2回はさんだ 10 日間での解答期間としており、忙しい社会人に配

慮した試験日程となっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• グローバルアクセスサービス受講環境に関するご案内(資料 5－4) 

 

【支援・指導体制の改善】 

5-9 

学生生活に関する支援・指導体制を継続的に検証する仕組みが

確立されているか。また、その向上に向けて必要な改善が行わ

れているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

エアキャンパス上に各入学期クラスごとにキャンパスサポートを設置し、全教職員が閲

覧できる仕組みの中で、事務局スタッフは学生から投稿されたエアキャンパス利用上のシ

ステムトラブル他、履修上の相談などに対応している。そのほか、学生個人からの履修に

関する事務局への相談メールについては事務局スタッフ全員が閲覧できる共通メールアド

レスとなっているため状況把握が統一化できている。事務局内で行う定期ミーティングの

際には、学生支援に関する課題に関して各学生の状況報告および問題点の改善に努めてい

る。 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 
支援・指導体制の改善（5－9）、身体に障がいのある者への配慮（5－7）、留学生、社会人

への配慮（5－8）、進路についての相談体制（5－6） 
（1）キャンパスサポートおよび事務局あてのメールを共有化しているため、全スタッフが
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学生の状況を共通把握できる仕組みとなっている点はトータルサポートの点で評価

できる。（5－9） 

（2） 新ＩＴ技術を駆使した遠隔教育システムを用いているため、障がいのある者、海外

在住の留学生、忙しい社会人等に対する公平な学習機会を提供できている点も評価で

きる。（5－7、5－8） 

（3）修了後、「卒業研究」で取り組んだ事業計画を元に起業をする学生がいる場合は、株式

会社ビジネス・ブレークスルーで行っている「スタートアップ起業家支援プロジェク

ト」への推薦を行っている他、修了後も同窓生が生涯 先端のマネジメントについて

学び続けていかねばならないことを自覚させ、世界でリーダーシップを持って活躍し

続けられるよう 先端のマネジメントを学び続けられる場を提供している点は評価

できると考える。（5－6） 

 

＜今後の方策＞ 

現在は、顕在化している学生相談対応に終始しているが、潜在的な学生のニーズにもこ

たえられるよう工夫をしていく必要がある。また修了生を生涯に渡って修了生を支援して

いく体制をとることによって、本学の使命・目的及び教育目標を実現していけるように点

検・評価の範囲を広げていきたいと考えている。 
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6. 教育研究環境の整備 

＜概要＞ 

本学ではその使命・目的及び教育目標を達成するために教務・事務職員に対しても授業

内容、学生への指導内容を視聴できるようにし、学生からの相談、悩みに対応できるよう

講義関連を教務課スタッフ総勢 5 名、その他の学生対応として事務局スタッフ総勢 4 名に

という体制を取っている。さらには、当大学院は遠隔教育システム“AC”を利用するため

システムのサポートスタッフを別途 3名配置している。 

また、本学は通信制の専門職大学院であり、学生は原則社会人の学生であるので、社会

人学生が時間を有効に使えるよう遠隔教育システム“AC”の改善および新機能開発を行っ

ている。学生や教員が勉強するときに時間を有効利用するため、その都度校舎に来ること

なく、“AC”上で勉強に必要な各種メディア資料などは、ダウンロードやストリーム配信で

きるようにしている。本システムは本学で独自開発したものであり、年間約 1500 万円を継

続的に投資してきており、今後も同程度の投資をしていく予定である。教職員の意見要望

は随時、学生からはアンケートを通して意見要望を把握し、事務局経営会議、および、教

授会で審議し、改善等に結び付けるようにしている。 

 

【人的支援体制の整備】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

6-1 

経営系専門職大学院の使命・目的および教育目標に沿った優れ

た人材を育成するために、教務・技能・事務職員等の教育研究

に資する人的な補助体制が適切に整備されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

当大学院ではその使命・目的及び教育目標を達成するために教員に関しては，経済学，

経営学の研究分野で活躍されている講師はもちろん，一流企業の取締役を実務家講師とし

てむかえることにより，理論と実践の融合した，専門的で高度なキャリア教育を提供して

いる。また教務、技能、事務職員に関しても当大学院独自の双方向のプラットフォームを

使用し随時教務課（リーダー1名、スタッフ 4名）ならびに事務局（リーダー1名、スタッ

フ 3 名）にて学生のフォローならびにバックアップを適宜おこなっている。教員に対して

も随時教務課スタッフが連絡をとり、開講後の受講生アンケートのフィードバックならび

に学生からの個別コメントを教授に報告し常に新しいコンテンツを提供できるようサポー

ト体制をしいている。また、本学の新入社員は株式会社ビジネス・ブレークスルーで実施

している新入社員研修に参加し、サポートに必要なシステムトレーニングも適宜受講し、

円滑に業務が遂行できる人材育成につとめている。 
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＜根拠資料＞ 

• ITP 研修実施概要（資料 6－1） 

 

6-2 
ティーチングアシスタント制度等、教育効果を上げるための制

度が十分に整備されているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

当大学院では教育効果を上げるために、全教科にてティーチングアシスタント（各教科

のティーチングアシスタントの人数は担当教授が確定しているが 1-4 名配置している）の

制度をとりいれており、その選出にあたっては教科課担当者と教授にてティーチングアシ

スタントとして適切かその人の資質やバックグランドを入念に審査し、採用を決定してい

る。 

ティーチングアシスタントは当大学院の遠隔教育システムであるエアキャンパス上での

学生からの質問に対し、教授の指導のもとで適切なアドバイスを適宜おこなうことにより

学生の教育効果の向上をはかっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• TA 業務内容について （資料 6－2） 

 

 【教育形態に即した施設･設備】 

6-3 

講義室、演習室その他の施設･設備が、経営系専門職学位課程の

規模および教育形態に応じ、適切に整備されているか。（「専門

職」第 17 条） 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

当大学院は 100％遠隔教育のため PC があればいつでもどこでも受講ができるため通学生

の大学院と同様の施設は不要である。ただし、スクーリング、卒研指導など対面授業を実

施する場合は適切な場所を都度手配し、参加人数や開催目的に適した教育環境を準備して

いる。 

なお、当大学院の講義はすべて収録されるため、㈱ビジネス・ブレークスルー六番町オ

フィス内に収録スタジオを有しており、すべての講義はそちらにて収録され編集作業もす

べてそちらにて実施している。 

 

＜根拠資料＞ 
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• ビルの図面１（六番町校舎）(資料 4－7) 

• ビルの図面 2（六番町校舎）（資料 4－8） 

 

【学生用スペース】 

6-4 

学生が自由に学習できる自習室および学生相互の交流のための

ラウンジ等の環境が十分に整備され、効果的に利用されている

か。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

当大学院は遠隔教育のため通学生の大学院とことなり在校生の 3 割近くは遠方に居住し

ており、ラウンジ等を設置する必要はないが実際のサロンを設けていないかわりに当社の

AC 内に入学期ごとの“サロン”を設置し、そこにて学生相互が情報を交換できるようにな

っており、日本中、世界中にちらばるクラスメートといつでもＡＣ上にて交流が可能とな

っている。 

なお、自習室はビジネス・ブレークスルー大学院秋葉原校舎内に設けており学生が利用を

希望する場合は事務局に利用申し出をしていただき予約制にて使用可能となっている。 

また、学生が交流する実際のラウンジはないが年に何回か開催されるスクーリングの後は 

懇親会を生徒と一緒に開催し交流がはかれるようにしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 校舎面積表(資料 6－3) 

 

【研究室等の整備】 

6-5 
専任教員の個別研究室の整備等、十分な教育研究環境用意され

ているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

当大学院の教員は実務家教員のため、全員個人にて事務所を保有。そのため学校側では 

個室は用意していないが、全教員共通の研究室 1 室ビジネス・ブレークスルー大学院六番

校舎内に設置している。教員の個人研究室については、本大学院の教員がそれぞれの所属

場所に研究室に代替するスペースを保持しており、本大学院で講義を撮影収録する際は六

番町の収録スタジオ、またスクーリングの際は、スクーリング開催開場に備えている教員

研究室（共同）で十分であることから、個人研究室の拡充については喫緊の課題ではない

と捉えている。 
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＜根拠資料＞ 

• 校舎面積表(資料 6－3) 

 

【情報関連設備及び人的体制】 

6-6 

学生の学習および教員の教育研究のために必要な情報インフラ

ストラクチャーおよびそれを支援する人的体制が適切に整備さ

れているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院は、ブロードバンド放送並びにインターネットを活用した通信教育課程である

ため、教育施設に関しては一般の通学制を前提とした大学等研究機関と比べると、教員及

び学生からの要望は少ない。しかし、本大学院が通信教育課程であることから教育研究施

設並びに学習支援施設を不必要であると軽視しているわけでは決してなく、自習室等の学

習支援施設については継続的にスペースの拡充をしている。 

電子ジャーナルへのアクセス環境として、①国立情報学研究所学術コンテンツ・ポータ

ルの機関定額制の検索サービス、②CiNii Home（NII 論文情報ナビゲータ）の検索サービス

を提供しており、積極的な活用がなされている。今後は、日経テレコンの検索サービス等、

その他新たなコンテンツの提供も計画している段階である。 

 

＜根拠資料＞ 

• 校舎面積表(資料 6－3) 

 

【施設・設備の維持・充実】 

6-7 
施設・設備が適切に維持され、また教育研究内容、社会状況等

の変化に合わせて、施設・設備が整備されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 本大学院は遠隔教育にて教育を実施している為、現状の施設で十分と考えている。一方、

実際の学生のキャンパスとなるＡＣについては、継続開発、サーバ環境の補強、並びに回

線の増強など教育環境を充実・改善していくために運用保守、開発投資は継続的に実施し

ている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 校舎面積表(資料 6－3) 

 



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 

 
ビジネス･ブレークスルー大学院大学  

経営学研究科 経営管理専攻 
2009 年 4 月 3 日 

100

【身体に障がいがある者への配慮】 

6-8 
身体に障がいのある者のために適切な施設・設備が整備されて

いるか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

 秋葉原校舎のビルの入り口までにスロープが設置されており、車椅子が通行可能になっ

ている。また、ビル内に設置されたエレベーターの入り口は、段差がなく車椅子が容易に

入れる。六番町校舎にも裏手にエレベーターが設置され、B1 まで行けるようになっている。 

 スクーリングは秋葉原校舎ビル内のセミナールームで開催されるが、スクーリング会場

に足を運べない学生は、後日ブロードバンドにて視聴できるよう配慮がされている。また、

卒業研究個別指導などでも、来校できない学生に対しては、スカイプ（インターネット電

話サービス）などを利用し対応している。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビルの図面（秋葉原校舎）(資料 4－6) 

• ビルの図面 1（六番町校舎）(資料 4－7) 

• ビルの図面 2（六番町校舎）（資料 4－8） 

 

【図書等の整備】 

6-9 

図書館には経営系専門職学位課程の学生の学習および教員の教

育研究のために必要かつ十分な図書および電子媒体を含む各種

資料が計画的・体系的に整備されているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

本学の 2008 年 5 月現在の蔵書数は 1681 冊であるが、経営学の分野を中心に順次蔵書数

を増やしているが、遠隔で講義を受け、昼間仕事に追われるビジネスマンが教育研究のた

めに図書室に来室することはあまりない。そのため、本学では遠隔でも利用できる図書館

サービスとして有料ではあるが、希望者が利用できるコンテンツ検索ツールの「エアサー

チ」を整備している。株式会社ビジネス・ブレークスルーは 新の経営トピックスや経営

理論といったマネジメント知識に関する講義映像のほか、その一週間に起きた国内外の主

なニュースを大前研一独自の視点で解説する「大前研一ライブ」、“人材”の問題を企業の

事例や心理学など様々な切り口で解説する「組織人事ライブ」など、ビジネスパーソンの

関心の高いテーマを幅広くラインナップした講義映像を 5000 時間超）保有している。「エ

アサーチ」はそれらの豊富なコンテンツを専用サイトにキーワードを入力して検索し、関

連した講義映像のほか、講義内で使用された講義資料を参照をすることができ、学生の情
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報収集ツールとして活用されている。また、会員制のオンラインデーターベースサービス

を提供している日経メディアマーケティング社と提携して「日経テレコン 21」の学生特別

価格を設定し、希望者は有料で本サービスを利用できるように整備している。「日経テレコ

ン 21」は 170 を超える新聞・雑誌の記事情報、国内 120 万社、世界 5000 万社の企業情報

や人事情報をはじめ、幅広い分野で、信頼性の高い情報を網羅しており、ビジネスに直結

する情報を簡単に入手することができるツールである。 

 

＜根拠資料＞ 

• BBT コンテンツ一・テーマ一覧 ※冊子(資料 6－4) 

 

6-10 
図書館の利用規定や開館時間は経営系専門職学位課程の学生の

学習および教員の教育研究に配慮したものとなっているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 本学の図書室は、事務局の開局時間内でかつ本学が入居するビルのセキュリティ上の理

由から平日 10 時から 17 時を開室時間としている。ただし、本学の図書サービスの一環で

あるコンテンツ検索ツールの「エアサーチ」および日経メディアマーケティング社の情報

検索ツール「日経テレコン 21」は 24 時間利用可能とし、遠隔地にいる学生や昼間図書室へ

来室できない学生の教育研究に配慮した内容となっている。 

 

＜根拠資料＞ 

• エアサーチ http://www.bbt757.com/svlSniper/jsp/ 
 

6-11 
国内外の大学院・研究機関等との学術情報・資料の相互利用の

ための条件整備を行っているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

会員制のオンラインデーターベースサービスを提供している日経メディアマーケティン

グ社と提携して「日経テレコン 21」の学生特別価格を設定し、希望者は有料で本サービス

を利用できるように整備している。「日経テレコン 21」は 170 を超える新聞・雑誌の記事情

報、国内 120 万社、世界 5000 万社の企業情報や人事情報をはじめ、幅広い分野で、信頼性

の高い情報を網羅しており、ビジネスに直結する情報を簡単に入手することができるツー

ルである。 

 

＜根拠資料＞ 
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特になし 

 

【財政的基礎】 

6-12 
経営系専門職大学院における教育活動等を適切に遂行できる財

政的基礎を有しているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

本学は通信制の大学院であるのでそのプラットフォームとなる遠隔教育システム「AC」

の継続的な改善に向けたシステム投資がよりよい教育活動等を実施していくために必要で

ある。本システムは本学で独自開発しており、年間約 1500 万円を継続的に投資してきてお

り、今後も同程度の投資をしていく予定である。 

また、講義コンテンツのアップデート、あるいは、新規開発に投資をしていくことが重

要である。講義コンテンツの開発には年間約 8000 万円の投資を継続的に実施していく予定

である。そのための財政的基盤として、平成 20 年 3 月 31 日時点での本学の設置母体であ

る株式会社ビジネス・ブレークスルーの資本金は 14 億 6000 万円、現金預金は 24 億 7000

万円であり、教育活動等を適切に遂行できる財政的基盤を有しているといえる。 

 

＜根拠資料＞ 

• 株式会社ビジネス・ブレークスルー平成 20 年 3 月期有価証券報告書(資料 6－5) 

 

【教育研究環境の改善】 

6-13 

教育研究環境について、学生や教職員の意見要望を把握し、施

設の改善等に結び付けていくために、継続的に検証する組織体

制・システムが確立されているか。また、教育研究環境の向上

に向けて必要な改善が行われているか。 

 ○

 

＜現状の説明＞ 

教員の意見要望は随時教務課が対応し、職員の意見要望は随時事務局が対応し、学生の

意見要望はアンケートを通して事務局で取りまとめることによって、教職員及び学生の意

見要望を把握し、事務局経営会議、および、教授会で審議し、改善等に結び付けるように

している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 2005 年度春期生アンケート集計結果（資料 2－18） 
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【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

 教育形態に即した実施・設備(6-3)、学生用スペース(6-4)、財政的基礎(6-12) 

学生が原則社会人の学生であることを鑑み、社会人学生が時間を有効に使える遠隔教育

システム“AC”は、学生同士のコミュニケーションの活性化、学習面でもいい影響がでて

いる。AC 上のサイバークラスルームで教員、学生同士で議論することによって、授業の理

解が深まると共に、学生も多業界に跨っているので新しい視点からの気づきなど得ること

ができる。学習時間も拘束されることがないので、各自社会人としての生活リズムに合わ

せて学習ができ、課題に対する議論も時間制限がないので 後まで議論ができる点も学習

効果の高いところである。また、学生が “AC”上で勉強に必要な各種メディア資料をダウ

ンロードしたり、ストリーム配信にて視聴できることは、時間を有効活用でき、効果的な

学習ができると評判がいい。遠隔教育システムを活用した教育形態の利点を十分に活かし

ているので物理的な校舎が狭くても、学習効果は高いと評価している。（視点 6-3,6-4） 

経営面では運営母体の株式会社ビジネス・ブレークスルーが上場していることもあり、

安定経営をしており、財務面も健全である。（視点 6-12） 

 

＜今後の方策＞ 

今後も引き続き学生からアンケートを通して意見要望を把握し、事務局経営会議、およ

び、教授会で審議し、改善等に結び付けるようにしていくとともに、より学習しやすく、

学習効果の高い遠隔教育システム“AC”の改善のためにシステム投資を継続していく予定

である。 
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7．管理運営 
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7. 管理運営 

＜概要＞ 

総務課・教務課で組織される大学院事務局を設置している。総務課にて入試広報、学生

管理等を行い、教務課で科目運営を行っている。またシステム的なバックアップは株式会

社ビジネス・ブレークスルーシステム開発部で行っている。構成員は株式会社ビジネス・

ブレークスルーの就業規則に則り就業している。学内規程については受講ハンドブック等

で学生、全教職員に周知しており、適切に遵守されている。大学院の管理運営に関しては、

事務局内で検討され、議案として教授会に提出される。また、教授会での決議事項は大学

院の管理運営に迅速に反映されている。事務局内では新入社員研修を行っている他、エア

キャンパスおよび管理システム使用のためのシステムトレーニングを定期的に行っている。

また必要に応じて OJT を行い、円滑に事務運営できるよう工夫・改善を行っている。また、

学長との定期的ミーティングおよび毎週の学長講義をスタッフも視聴し、大学院全体の方

向性について共通認識を持つよう努めている。 

 

【学内体制・規程の整備】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

7-1 
経営系専門職大学院を管理運営する固有の組織体制が整備さ

れ、その活動のために適切な規定が制定されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 本学は管理運営組織として総務課・教務課で組織される大学院事務局を設置している。

事務局長 1 名の元、総務課スタッフ 3 名、教務課スタッフ 5 名が所属している。総務課は

入試広報および学生管理等を行い、教務課は科目運営を行っている。また本学の遠隔教育

システム・エアキャンパスの開発改良および学生へのシステム的なバックアップは株式会

社ビジネス・ブレークスルーシステム開発部内に「エアキャンパスサポートチーム」を置

き 3 名で行っている。なお、本学事務局構成員は株式会社ビジネス・ブレークスルーの就

業規則に則り就業している。 

 

＜根拠資料＞ 

• BBT 就業規則(資料 7－1) 

  

【法令等の遵守】 

7-2 関連法令等および学内規定は適切に遵守されているか。 ◎  
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＜現状の説明＞ 

 関連法令等および学内規程については、入学時に配布する受講ハンドブック等で学生、

全教職員に周知しており、適切に遵守されている。また、単に規則集を配布するのではな

く、受講ハンドブックでは学生が知るべきポイントをピックアップし、学生に周知徹底す

るよう努めている。 

ピックアップしている学内規程 

・進級要件および修了要件 

・修業年限 

・履修登録制限 

・成績評価基準 

・卒業研究（事業計画）について 

・再履修登録について 

・図書室、自習室、エアサーチの利用について 

・休学、退学等の手続きについて 

 

＜根拠資料＞ 

• 受講ハンドブック(UF08)47 ページ以降(資料 1－2) 

 

【管理運営体制】 

7-3 

経営系専門職大学院の設置形態にかかわらず、当該専門職大学

院の教学及びその他の管理運営に関する重要事項については教

授会等の当該専門職大学院固有の専任教員組織の決定が尊重さ

れているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

関連法令等および学内規程については、入学時に配布する受講ハンドブック等で学生、

全教職員に周知しており、適切に遵守されている。また、単に規則集を配布するのではな

く、受講ハンドブックでは学生が知るべきポイントをピックアップし、学生に周知徹底す

るよう努めている。 

ピックアップしている学内規程 

・進級要件および修了要件 

・修業年限 

・履修登録制限 

・成績評価基準 
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・卒業研究（事業計画）について 

・再履修登録について 

・図書室、自習室、エアサーチの利用について 

・休学、退学等の手続きについて 

 

＜根拠資料＞ 

• 「教授会規則」(資料 1－4) 

 

7-4 

経営系専門職大学院固有の管理運営を行う専任教員組織の長の

任免等に関して適切な基準が設けられ、かつ、適切に運用され

ているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

本学の管理運営を行う専任教員組織の長は学長であり、学長の任期が満了するとき、学

長が任期満了前に辞任するとき、それ以外の理由で欠員になったとき教授会において学長

選挙を行う。学長選挙は、学長に任期満了の場合は。任期満了の場合は 30 日前までに、そ

れ以外の場合は速やかに行うこととする。なお、本学においては 2005 年の開学以来、学長

選挙は行われていない。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「教員組織・運営規則」(資料 7－3)  

• 「教授会規則」(資料 1－4) 

 

【関係組織等との連携】 

7-5 
経営系専門職大学院と関係する学部・研究科等が設置されてい

る場合、それとの連携・役割分担は適切に行われているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

本学には、大学院と関係する学部・研究科等は設置されていない。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

7-6 
企業、地方自治体、その他の外部機関との連携・協働を進める

ための協定、契約等の決定・承認や資金の授受・管理等は適切
 ○
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に行われているか。 

 

＜現状の説明＞ 

千代田区から特区申請をしていただいていることもあり、千代田区民も参加できる公開

講座を年に１回実施している。今後、千代田区内の小学校、中学校、高等学校においてセ

ミナーを実施したり、千代田区立図書館に蔵書の寄贈などを通して地域社会に貢献してい

く所存である。それ以外に、更に、企業、地方自治体、その他の外部機関との連携・協働

を進めたいと考えている。 

 

＜根拠資料＞ 

・千代田区図書館 大前図書コーナー写真（資料 7－2） 

・BBT ホームページニュース

http://www.library.chiyoda.tokyo.jp/facilities/floor9.html 

 

【点検・評価および改善】 

7-7 
経営系専門職大学院の管理運営に関する学内規定の内容および

形式に関する点検・評価は適切に行われているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院は学則に基づき、「自己点検・評価規則」において、本大学院における教育研究

活動等の状況について、自ら行う点検及び評価の実施に関する基本的事項を定めている。

また、自己点検・評価を適切に実施するため、本大学院に 

（1）副学長     

（2）カリキュラム審議委員会委員中副学長の指名する者 2 名 

（3）事務局長  

（4）副学長の指名する教職員 若干名 

をもって構成される自己点検・評価委員会を置いている。 

自己点検・評価委員会は、 

    （1）自己点検・評価の視点及び項目 

    （2）実施計画 

 に関する自己点検・評価の実施要項を作成し、コンテンツ会議、カリキュラム審議委 
員会、研究科教授会での審議内容を踏まえて、全学的視点に立った総合的かつ体系的な点

検評価を行っている。 

 

＜根拠資料＞ 
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・ ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己点検・評価規則(資料 7－

5) 

7-8 
点検・評価に基づき管理運営の改善の努力が適切に行われてい

るか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

自己点検・評価委員会は、自己評価の結果を取りまとめた報告書を作成し、公表し、研

究科教授会の議を経て、決定している。また、自己評価の結果については、本大学院の教

職員以外の者による検証（以下「第三者評価」という。）を受けるよう努めており、学長は、

自己評価の結果及び第三者評価の結果により、改善が必要と認められるものについては、

その改善に努めている。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己点検・評価規則(資料 7－

5) 

 

【事務組織の設置】 

7-9 

経営系専門職大学院を管理運営し、その使命・目的および教育

目標の達成を支援するために適切な規模と機能を備えた事務組

織を設置しているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

 本学は管理運営組織として総務課・教務課で組織される大学院事務局を設置している。

事務局長 1 名の元、総務課スタッフ 3 名、教務課スタッフ 5 名が所属している。総務課は

入試広報および学生管理等を行い、教務課は科目運営を行っている。また本学の遠隔教育

システム・エアキャンパスの開発改良および学生へのシステム的なバックアップは株式会

社ビジネス・ブレークスルーシステム開発部内に「エアキャンパスサポートチーム」を置

き 3 名で行っている。また、使命・目的および教育目標の達成を支援するために適切な規

模と機能を備えるため、学生数の増加に応じて適切に人員配置を行っている。 

□開学当初 2005 年 4 月（学生数 50 名） 

事務局長 1名、総務課スタッフ 2名、教務課スタッフ 2名、「エアキャンパスサポートチー

ム」1名 

□2008 年 12 月現在（学生数 322 名） 

事務局長 1名、総務課スタッフ 3名、教務課スタッフ 5名、「エアキャンパスサポートチー

ム」3名 
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＜根拠資料＞ 

• 事務分掌規則(資料 7－4) 

 

【事務組織の運営】 

7-10 
事務組織は、関係諸組織と有機的連携を図りつつ、適切に運営

されているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

 本学の設置運営母体は株式会社ビジネス・ブレークスルーであり、本株式会社内に本学

の事務局が設置されている。事務局長 1 名の元、総務課スタッフ 3 名、教務課スタッフ 5

名が所属している。総務課は入試広報および学生管理等を行い、教務課は科目運営を行っ

ている。また、本学の組織以外に株式会社ビジネス・ブレークスルーの総務部、経理部、

システム開発部、法人営業本部など各部署とも連携をとっている。総務部では本学の教職

員の勤怠管理、福利厚生、内部統制など、経理部では上場会社としての財務的な開示資料

の作成、監査法人対応など、システム開発部は遠隔教育のシステムならびに履修管理シス

テムの開発・運用・保守など、法人営業本部では、企業からの法人派遣の要望に対して企

業訪問等などを連携して行っている。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【事務組織の改善】 

7-11 
事務組織の活動を向上せるために、組織的な研修システムの導

入等、必要な工夫・改善が行われているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

 本学の新入職員には株式会社ビジネス・ブレークスルーで新入社員向け研修を行ってい

る他、エアキャンパスおよび受講管理システム使用のためのシステムトレーニングを定期

的に行っている。また必要に応じて OJT を行い、円滑に事務運営できるよう工夫・改善を

行っている。また、学長との定期的ミーティングを行うほか、毎週の学長講義をスタッフ

も視聴し、大学院全体の方向性について共通認識を持つよう努めている。 

 

＜根拠資料＞ 

• ITP 研修実施概要（資料 6－1） 
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【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 
事務組織の運営（7－10）、事務組織の改善（7－11） 
 

（1） 学内組織の管理運営については、株式会社ビジネス・ブレークスルーの各部門と連

携をとりながら大学院の教育目標の達成のためスタッフの業務分掌を明確にし、円

滑に進められている。（7－10） 

スタッフ教育についても新入社員研修および継続的なシステムトレーニングを行い、円滑

な事務運営を行えるよう工夫・改善を行っている点は評価できる。（7－11） 
 

＜今後の方策＞ 

今後は、現在取組みができていない企業、地方自治体、その他外部機関との連携・協働

を進める必要がある。 
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8．点検･評価 
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8. 点検･評価 

＜概要＞ 

本大学院が，教育研究水準の向上に努め，その機能を充分に発揮していくためには，常

に教育理念と社会的要請に照らして，不断に自らを点検・評価し，自己の責任において，

自覚的に改善・改革を図っていくことが必要である。そのために本大学院では，「ビジネス・

ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己評価規則」に則り，自己点検・評価活動

を行うものとする。 

 

【自己点検･評価】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

8-1 

自己点検・評価のための仕組みおよび組織体制を整備し、適切

な評価項目および方法に基づいた自己点検・評価を、組織的、

継続的な取組みとして実施しているか。 

◎  

 

＜現状の説明＞ 

自己点検・評価のため「ビジネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己評

価規則」に基づき自己点検・評価委員会を設置し活動している。本委員には専任教員、教

務課員、事務局員から構成されている。 

また、本学内の自己点検・評価委員会以外に、教育水準向上のために，その内容を検討

する「BBT コンテンツ会議」を 2ヶ月に 1回開催することである。同会議は専任・非常勤教

員，学外識者から構成され，本大学院生が常に 新かつ 高レベルの講義を受講すること

ができるよう，その講義の内容を議論・検討するものである。具体的には，各教員から案

出されたテーマや，学生からの意見・要望（例えば，講義で取り上げてほしいテーマ，講

義をしてほしい経営者）等について議論し，カリキュラム編成や内容に反映させる。また

学生からの授業評価アンケートを検討し，その結果を該当教員に報告し，教員個々の教育

に関する改善努力を支援していく。 

同じく，教育研究水準向上を目的とした自己点検・評価機関として，「BBT カリキュラム

審議委員会」を設置している。同委員会は，本学、あるいは、BBT とは独立した企業の取締

役，あるいは，代表取締役など経営に関して責任のある立場を経験した 7 名の識者を委員

とし，講義内容やカリキュラム編成等について審議する第三者機関である。実践的で高度

なキャリア教育を施することを目的としていることから，同委員会の答申を，各教員が講

義内容に反映させることを通して，学生に必要な，より質の高い講義を継続的に教授する

ことができるように取り組んでいる。 
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＜根拠資料＞ 

• ビジネス･ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己点検・評価規則(資料 7－5) 

• BBT 番組審議委員会規程(資料 8－1) 

 

8-2 自己点検・評価の結果を広く公表しているか。 ◎  

 

＜現状の説明＞ 

社会に開かれた教育機関として，本大学院の活動状況を説明するため，「ビジネス・ブレ

ークスルー大学院大学（専門職大学院）自己点検・評価報告書（仮題）」を 3年ごとに作成

する。第一回目は 2010 年度に制作予定である。この「報告書」作成に当たっては，「ビジ

ネス・ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己評価規則」第 2 条にある「自己点

検・評価委員会」が，評価項目の検討，基礎的資料の収集，「BBT コンテンツ会議」や「BBT

カリキュラム審議委員会」の活動の集約等をおこない，全学的，体系的な報告書にまとめ，

学長に報告する。 

 

＜根拠資料＞ 

• ビジネス･ブレークスルー大学院大学（専門職大学院）自己点検・評価規則(資料 7－5) 

 

【改善･向上のための仕組みの整備】  

8-3 

自己点検・評価および第三者評価等の結果を当該経営系専門職

大学院の教育研究活動の改善・向上に結び付けるための仕組み

を整備しているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

自己点検・評価委員会が第三者評価機関の答申を受け、委員が指摘を受けた事項につい

て、当該担当者にその旨を伝える。報告を受けた担当者は、1ヶ月以内に自己点検・評価委

員会に改善案を提出する。改善案について自己点検・評価委員会が確認し、了承された場

合、その改善案に基づき実施しする。実施後の効果について教授会で報告し、教育活動の

改善・向上に結び付いているかどうかを検討する。以上の取組みによって自己点検・評価

および第三者評価等の結果を教育活動の改善・向上に結び付ける仕組みを整備している。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【評価結果に基づく改善・向上】 



 
経営系専門職大学院認証評価 

点検・評価報告書 

 
ビジネス･ブレークスルー大学院大学  

経営学研究科 経営管理専攻 
2009 年 4 月 3 日 

115

8-4 
自己点検・評価および第三者評価等の結果を当該経営系専門職

大学院の教育研究活動の改善・向上に有効に結び付けているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

自己点検・評価および第三者評価等の結果を自己点検・評価委員会で具体的な施策とし

て実行できるよう吟味し、各担当者に伝え、各担当者の改善策を評価し、実行に移すこと

によって教育活動の改善・向上に有効的の結果が出るようにしている。また、教授会、事

務局経営会議で議題としてあげ議論し、当該担当者以外の人にも問題点と改善策について

情報共有することによって本学全体のレベルアップを図かり、教育活動の改善・向上に有

効的に結び付けていっている。 

 

＜根拠資料＞ 

特になし 

 

【点検･評価】 

関連する「評価の視点」 

 自己点検・評価(8-1) 

カリキュラムの自己点検・評価および教育水準向上のために，新しい講義を企画検討す

る「BBT コンテンツ委員会」と講義内容を評価・フィードバックする「BBT カリキュラム審

議委員会」は、第三者の有識者参加のもと開催するので新しい視点を得られ、カリキュラ

ムの開発、授業の改善に役立っている。具体的には、コンテンツ委員会にて現在の中国の

金融について勉強することは中国に進出している企業が今後中国の法律が変わり、現地で

の資本調達の自由度が高まったときに経営の戦略的自由度が増し、より有利な意思決定に

つながるので中国の金融に関する科目を制作するのがいいという答申がでたのに伴い、「中

国金融論」を 2008 年度に開設した。本科目は今後の中国でのビジネス展開に役立つと高く

評価できる。（視点 8-1） 

 

＜今後の方策＞ 

「BBT コンテンツ委員会」では、新しいテーマごとにその専門家を招き議論していくことで

会議をマンネリ化させることなく、常に本学の使命・目的および教育目標にあったカリキ

ュラム開発を目指していく。 
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9．情報公開･説明責任 
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9. 情報公開・説明責任 

＜概要＞ 

本大学院の設置母体である株式会社ビジネス・ブレークスルー（BBT）は、東京証券取引

所（東証）に上場しており、公開会社として東証のガイドラインに則って適時情報開示を

行っている。開示内容および説明責任については、独立監査人である監査法人、東証など

外部の第三者機関を活用することによって確保している。 

 

【情報公開・説明責任】 

項目 評価の視点 
レベル 

Ⅰ Ⅱ

9-1 

経営系専門職大学院の組織運営と諸活動の状況について、社会

が正しく理解できるよう、ホームページや大学案内等を利用し

て適切に情報公開を行っているか。 

○  

 

＜現状の説明＞ 

本大学院の設置母体である株式会社ビジネス・ブレークスルー（BBT）は、東京証券取引

所（東証）に上場しており、公開会社として東証のガイドラインに則って適時情報開示を

行っている。BBT が上場している東証をはじめ、証券市場の機能は、国民の有価証券による

資産運用と企業の有価証券の発行による長期安定資金の調達とを適切かつ効率的に結び付

けることによって、国民経済の発展に資することにあり、この機能が十分に発揮されるた

めには、市場の公正性と健全性に対する投資者の信頼が確保されていることが必要であり、

有価証券について適切な投資判断資料が提供されていることを前提としている。それゆえ、

BBT は、投資者への適時、適切な会社情報の開示が健全な金融商品市場の根幹をなすもので

あることを十分に認識し、常に投資者の視点に立った迅速、正確かつ公平な会社情報の開

示を徹底するなど、誠実な業務遂行に努め、大学院のみならず、会社全体について適切な

情報公開を行っている。情報は BBT のホームページの IR 情報のページに掲載している。BBT

の経営状況等については有価証券報告書、決算短信、事業報告書等を適時開示している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「金融商品取引法第 24 条」(資料 9－1) 

• 「有価証券上場規程（施行規則）」(資料 9－2) 

• 「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則」(資料 9－3) 

•  BBT ホームページ 

http://www.bbt757.com/ http://www.ohmae.ac.jp/ 

• 有価証券報告書（資料 6－5） 
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• 決算短信（資料 9－4） 

• 事業報告書（資料 9－5） 

 

9-2 
学内外からの要望による情報公開のための規程および体制は整

備しているか。 
○  

 

＜現状の説明＞ 

情報公開のための規程はないが、財務に関わることは経理部、その他会社に関わる公開

情報は総務部で管理している。本大学院の設置母体である株式会社ビジネス・ブレークス

ルーは東証に上場している関係上、情報公開に関する基準は「東証の有価証券上場規程」

に準拠している。また、東京都千代田区に対して「構造改革特別区域法」第 12 条第 3 項、

第 4 項にいう業務状況書類等として、有価証券報告書、決算短信、事業報告書を適時提出

している。一方、会社の業績に関すること、業績を類推可能な事項については原則情報を

開示しないこととしている。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「金融商品取引法第 24 条」(資料 9－1) 

• 「有価証券上場規程（施行規則）」(資料 9－2) 

• 「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則」(資料 9－3) 

• 有価証券報告書（資料 6－5） 

• 決算短信（資料 9－4） 

• 事業報告書（資料 9－5） 

  

9-3 
現在実施している情報公開が、社会に対する説明責任の役割を

果たしているかどうかを検証する仕組みを整備しているか。 
 ○

 

＜現状の説明＞ 

独立監査人である第三者機関の監査法人が計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書及び個別中期表並びにその附属明細書について監査を実施して

いる。会社のＩＲ情報については、東京証券取引所に事前に確認してもらい確認がとれた

情報を開示することとなっている。以上より社会に対する責任説明の役割を果たしている

かどうかを検証する仕組みは外部の第三者機関を活用することによって整備している。 

 

＜根拠資料＞ 

• 「株主総会営業報告書」P.25-26（資料 9－6） 
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【点検・評価】 

関連する「評価の視点」 

 情報公開・説明責任(9-1,9-2,9-3) 

本大学院の設置母体である株式会社ビジネス・ブレークスルーは、東証に上場しており、

公開会社として東証のガイドラインに則って厳格に情報公開をおこなっており、説明責任

も負っている。会社の財務内容の開示については、独立監査人である第三者機関の監査法

人が行っており、四半期ごとに開示しているので財務内容については透明性を高く保てて

いる。（視点 9-1,9-2,9-3） 

 

＜今後の方針＞ 

 今までと同様、東証、監査法人など外部の第三者機関を活用することによって、透明性

の高い運営を行うと共に社会に対して積極的に情報公開し、説明責任を果たしていく。今

後は更に説明会などを開催し、質疑応答も踏まえ、より開かれた情報公開をしていきたい

と考えている。 
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終章 

 

本学では、大学の教育目標である建学の精神を学生のみならず、教員、職員など関係者

に徹底すべく、入学式、修了式などのイベントがある場合は常に建学の精神を声に出して

読み上げ、関係各位皆が建学の精神を共通言語として認識し、共有できるよう工夫をして

いる。これによって、学生および卒業生は本学で学び実務に生かす時等に、教員はカリキ

ュラム作成時、学生の指導時等に、職員は学生からの相談時等に、何か迷いが生じた場合、

この建学の精神に戻って考えられるようになってもらえればと思っている。また、卒業生

には修了式のときに、“BBT 大学院大学の誓い”と“BBT 大学院大学憲章”を全員で唱和す

るようにしているが、それによって、母校に対する誇りと愛校心が芽生えてきたと卒業生

からも喜びの声をいただくようになってきた。勉学以外にもこのようなことを実施し、本

学の建学の精神が息づくことによって本学の哲学・考えが世の中に広まり、時の経過とと

もに伝統ある大学になることを願っているところである。 

教育の内容・方法・成果については、学生対応面、教授指導面、成績評価面、カリキュ

ラム開発面、遠隔教育システム開発面、事務局関連面、教務関連面などそれぞれの部門で

は小集団活動的に改善を自主的にやってきている。例えば、当大学院の教育目標にそった

カリキュラムを維持するべく適宜各科目を見直すと同時に必要と判断される科目を追加し

たり、教育指導方針についても教育目標にそっているかどうかを教授会にて定期的に確認

し、改善を加えてきている。学生の成績が全般的に低かった科目については、何が原因な

のかを分析し、指導面、演習問題の内容などまでブレイクダウンし、次回の講義に生かす

ようにしている。科目ごとの学生アンケート結果も教員と教務課職員と共有し、教育活動

の向上に役立ててきた。特に、通信制の大学院であるといういことを鑑み、遠隔教育シス

テムについては、機能の拡張のみならず、システム面でのサポートもさらに充実させ、学

生がストレスなく勉強できるよう改良を重ねてきている。今後は、部門だけの改善ではな

く、部門間にまたがって点検・評価を通じ、総合的な施策が打てるようにしていきたいと

考えている。 

また、在学生だけではなく、卒業後も同窓生が生涯 先端のマネジメントについて学び続けて

いかねばならないことを自覚させ、世界でリーダーシップを持って活躍し続けられるよう 先端

のマネジメントを学び続けられる場を提供し、生涯に渡って卒業生を支援していく体制をとるこ

とによって、本学の使命・目的及び教育目標を実現していけるように点検・評価の範囲を広げて

いきたいと考えている。 

教員組織については、 先端の経営管理手法、 新の経営課題など経営環境に応じられるよう

新しい教員の増員も含め、常にイノベーティブな教育指導ができるような教員組織とするように

努力していきたい。このような教員組織の教育指導によって企業側の期待にも応えられる人材を

育成していきたいと考えている。 
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昨今の経済のグローバル化のスピードが格段に速まってきたことにより、多くの企業はその経

営力の真価を問われるようになってきた。本学はもともと社会人を対象とした大学院であるので、

このようなグローバル経済の問題に直面している多くの企業からの人材を受け入れ、日本の企業

のグローバル化に貢献できることを期待している。 

学生は多忙な社会人であるので、それぞれのライフサイクルにあわせ、ストレスなく学習がで

きるよう沿革教育システムの常なる改善、教員の教育指導、職員の学生への対応を学生の立場に

立った対応を心がけ、学習効果を上げられるよう努力していきたいと考えている。 

以上のように、常に、本学の建学の精神に則り、その使命・目的及び教育目標を達成す

るために教育内容、教育指導、カリキュラム、遠隔教育システムなどを教職員ともに協力

し、自主的に点検・評価し、学生にとって教育効果があるよう改善していく自律的な組織

を作っていきたいと考えている。 

 

ytaguchi
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